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安全上のご注意
このたびは、本機をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
本書はお読みになった後も大切に保管してください。

絵表示について
この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味
は次のようになっています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が想
定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される内
容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示の例

△記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。（左の例は感電注意）

記号は「してはいけないこと」を意味しています。（左の例は分解禁止）

●記号は「しなければいけないこと」を意味しています。（左の例はプラグをコンセントか
ら抜く）

警告

注意

 警告
　煙、臭い、発熱などの異常について

煙が出ている、へんな臭いがする、発熱しているなどの異常状態のまま使用しないでくだ
さい。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに次の処置を行ってくだ
さい。
1. 電源スイッチを切る。
2. ACアダプターをコンセントから抜く。
3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　ACアダプターについて
ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となります。
次のことは必ずお守りください。

• 必ず付属品を使用する
• 電源は、AC100V(50/60Hz)のコンセントを使用する
• 1つのコンセントにいくつもの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない

　ACアダプターについて
ACアダプターは使いかたを誤ると、傷がついたり破損して、火災・感電の原因となりま
す。次のことは必ずお守りください。

• 重いものを乗せたり、加熱しない
• 加工したり、無理に曲げない
• ねじったり、引っ張ったりしない
• 電源コード／ACアダプターのプラグが傷んだらお買い上げの販売店またはカシオテ
クノ修理相談窓口に連絡する
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 警告
　ACアダプターについて

•濡れた手でACアダプターやプラグに触れないでください。
感電の原因となります。

•ACアダプターは水のかからない状態で使用してください。水がかかると火災や感電の原
因となります。

•ACアダプターの上に花瓶など液体の入ったものを置かないでください。水がかかると火
災や感電の原因となります。

　水、異物はさける
水、液体、異物（金属片など）が本機内部に入ると、火災・感電の原因となります。すぐに
次の処置を行ってください。
1. 電源スイッチを切る。
2. プラグをコンセントから抜く。
3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　分解・改造しない
本機を分解・改造しないでください。感電・やけど・けがをする原因となります。
内部の点検・調整・修理はお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口にご依頼
ください。

　落とさない、ぶつけない
本機を落としたときなど、破損したまま使用すると火災・感電の原因となります。すぐに
次の処置を行ってください。
1.電源スイッチを切る。
2.プラグをコンセントから抜く。
3.お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連絡する。

　袋をかぶらない、飲み込まない
本機が入っていた袋をかぶったり、飲み込んだりしないでください。
窒息の原因となります。特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。

　火中に投入しない
本機を火中に投入しないでください。
破裂による火災・けがの原因となります。

　インクおよびプリントカートリッジについて
•インクが目に入ったり皮膚に付着しないようにご注意ください。
目に入ったり、皮膚に付着した場合は、すぐに水で洗い流してください。
万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。

•インクを誤って飲まないようにご注意ください。
インクの成分には、硝酸塩が含まれております。万一、インクを飲み込んだ場合は、直
ちに医師にご相談ください。

•プリントカートリッジは、お子さまの手の届かない所に保管してください。
•プリントカートリッジは、改造および再利用しないでください。
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 注意
　ACアダプターについて

ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。
次のことは必ずお守りください。

• ストーブ等の熱器具に近づけない
• プラグを抜くときは、ACアダプターのコードを引っ張らない（必ずACアダプターを
持って抜く）

　ACアダプターについて
ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。
次のことは必ずお守りください。

• プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
• 旅行などで長期間使用しないときはプラグをコンセントから抜く
• 使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントから抜く
• プラグは年1回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりがた
まらないように、乾いた布や掃除機で掃除する

• ACアダプター（特にプラグやジャック部分）の清掃には、洗剤を使用しない

　不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。

　置き場所について
本機を次のような場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。

• 湿気やほこりの多い場所
• 調理台のそばなど油煙が当たるような場所
• 暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射日光があたる場所、炎天下の車中など
本機が高温になる場所

　重いものを置かない
本機の上に重いものを置かないでください。
バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。

　表示画面について
•液晶表示画面を強く押したり、強い衝撃を与えないでください。
液晶表示画面のガラスが割れてけがの原因となることがあります。

•液晶表示画面が割れた場合、表示画面内部の液体には絶対に触れないでください。皮膚
の炎症の原因となることがあります。

•万一、口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。
•目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な流水で最低15分以上洗浄したあと、医師
に相談してください。

　大切なデータは控えをとる
本機や外部メモリーに記憶させた内容は、ノートに書くなどして本機とは別に必ず控えを残し
てください。本機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容が消えることがあります。

　コネクター部への接続
デジタルカメラ接続用コネクターには、指定以外の物を接続しないでください。火災・感
電の原因となることがあります。
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テレビ・ラジオのそばでのご使用について

　この装置は，クラスB情報技術装置です。この装置は，家庭環境で使用することを目的としていますが，この装置
がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると，受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B

• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤りなど、お気付きのことがありま
したらご連絡ください。

• 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用になるほかは、著
作権法上、当社に無断では使用できませんのでご注意ください。

• 万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第三者からのいかなる請求についても、当社では一
切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

• 故障、修理、電池消耗等に起因する文章の消失による、損害および逸失利益等につきまして、当社では一切そ
の責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

• 権利者が存在する画像などは、個人として利用するほかは、著作権法上、その権利者に無断で使
用できません。

• 紙幣、有価証券などの中には、その複写物を所有するだけでも罰せられるものもあります。

JIS C 61000-3-2適合品

本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」に適合しています。
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こんなときは、どの説明書を読む？

● 使い始める前に準備しておくことを知

りたい

● 宛名を登録して印刷したい

● はがきの文面を作って、印刷したい

●デジタルカメラで撮った写真を印刷し

たい

　 取扱説明書 入門編
本機の使いかたをイラストでわかり
やすく説明しています。
すぐに写真やはがきの印刷をしてみ
たいというときに、お読みください。

● 文字の入力のしかたを知りたい

● 宛名面の作りかたについて知りたい

● 文面の作りかたについて、もっと知りたい

● デジタルカメラで撮った写真を印刷し
たい

● 機械の調子がおかしい？

　 取扱説明書 応用編（本書）
本機の機能をフル活用するための説
明が載っています。
機能別に説明しているので、目次や
索引で使いたい機能がすばやく探せ
ます。

● どんなイラストやデザインがあるか
知りたい

 　デザインカタログ
本機に内蔵されているはがきのデザ
インやイラスト・見出しが紹介され
ています。
「デザインカタログを見ながら選び
ましょう」と書いてあるときは、こ
のカタログを見ながら選んでくださ
い。
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使用上のご注意
本機を末永くご愛用いただくために、以下の点にご注意ください。

使
用
上
の
ご
注
意

使用温度範囲は5℃～40℃（使用最適温度範囲：
15℃～35℃）です。気温の低い場所から暖かい
室内に持ち込むと動作部に露がつき正常に動作
しないことがあります。このときは1時間以上放
置してからお使いください。

長時間お使いになるときは、健康のため1時間
ごとに10～15分の休憩をとり、目および手を
休めてください。

印刷中、登録・削除などの編集作業中、プリンタ
調整中などに電源を切らないでください。

テレビなどとは別の電源コンセントを使用し、
テレビなどから遠ざけて使用してください。

電源を入れたまま長時間放置しないでくださ
い。表示輝度の劣化を生じることがあります。

分解しないでください。

本機の上にものをのせないでください。また落
としたり強いショックを与えないでください。
故障の原因になります。

電源を切ったあと、表示画面が完全に消えるま
でACアダプターをコンセントから抜かないで
ください。

●印刷中は絶対に用紙挿入口のゴムローラー部および用紙排出口のローラー部に指を近づけないで
ください。
指がローラーに巻き込まれ、けがをするおそれがあります。

●本機を使用中、少し熱くなることがありますが、故障ではありません。
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各部の名称
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各
部
の
名
称

持ち運びのときは
本機を持ち運ぶときは、図のようにキャリングハンドルを引

き上げてお使いください。

重 要 「稼動範囲以上に動かそうとする」などの無理な力

を加えないようにしてください。無理な力を加える

と、故障や破損の原因となります。

キーボードを開く
文字を入力するときなどは、本体上部を押さえながら、キー

ボードを開いてください。

重 要 「稼動範囲以上に動かそうとする」などの無理な力

を加えないようにしてください。無理な力を加える

と、故障や破損の原因となります。

●キーボードを閉じるときは
キーボードを「カチッ」と音がするまで押し上げてください。
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電源を入れる
重 要 ご購入後、はじめて電源を入れるときは、リセット（初期化）、プリンターの調整、文字を入力する方法の

設定などが必要です。別冊の取扱説明書 入門編の「準備をしましょう」を参照して、必ず行ってくださ
い。

電
源
を
入
れ
るACアダプターを接続する

重 要 • ACアダプターは必ずAC100Vのコンセント（通常の家庭用コンセント）に差し込んでください。
•付属のACアダプター以外は使用しないでください。

 警告
　ACアダプターについて

ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となります。
次のことは必ずお守りください。

• 必ず付属品を使用する
• 電源は、AC100V(50/60Hz)のコンセントを使用する
• 1つのコンセントにいくつもの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足配線をしない

　ACアダプターについて
ACアダプターは使いかたを誤ると、傷がついたり破損して、火災・感電の原因となります。次のことは必ずお
守りください。

• 重いものをのせたり、加熱しない
• 加工したり、無理に曲げない
• ねじったり、引っ張ったりしない
• 電源コード／ACアダプターのプラグが傷んだらお買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相談窓口に連
絡する

　ACアダプターについて
濡れた手でACアダプターやプラグに触れないでください。

感電の原因となります。
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 注意
　ACアダプターについて

ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。
次のことは必ずお守りください。

• ストーブ等の熱器具に近づけない
• プラグを抜くときは、ACアダプターのコードを引っ張らない（必ずACアダプターを持って抜く）

　ACアダプターについて
ACアダプターは使いかたを誤ると、火災・感電の原因となることがあります。
次のことは必ずお守りください。

• プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む
• 旅行などで長期間使用しないときはプラグをコンセントから抜く
• 使用後は本体の電源スイッチを切り、プラグをコンセントから抜く
• プラグは年1回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周辺部分にほこりがたまらないように、乾
いた布や掃除機で掃除する

• ACアダプター（特にプラグやジャック部分）の清掃には、洗剤を使用しない

付属のACアダプターのコネクターを、本体のACアダプター用端子に差し込みます。

ACアダプターのプラグを、ご家庭用のコンセントに差し込みます。

1

電
源
を
入
れ
る

2

手順 2

手順 1
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重 要 •「電源を入れる操作」や「電源を切る操

作」は、完了するまでに10～20秒かかる

ことがあります。完了するまで、そのまま

しばらくお待ちください。

• 本機をご使用になるときは、プリントカー

トリッジがセットされていることを確認し

てください。例えば、「住所録の作成」だ

けを行いたいときも、プリントカートリッジ

をセットした状態で行ってください。

電
源
を
入
れ
る

電源を入れる／切る

●電源を入れるときは
電源が切れている状態で を押してください。

1

3

2

4

オートパワーオフ

約1時間、キー操作を行わないと自動的に電源が切れます。

ACアダプター使用上のご注意

ACアダプターのコードの先端や根元部分は、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでくだ
さい。
また、コードの先端や根元部分が折り曲げられた状態での保管は避けてください。コードが断線して故障
の原因となります。

●電源を切るときは

を押して、電源を切ります。

表示画面が完全に消えたことを確認しま
す。

ACアダプターのプラグを、ご家庭用のコン
セントから抜きます。

ACアダプターのコネクターを、本体のAC
アダプター用端子から抜きます。

重 要 •必ず表示画面が完全に消えてからACアダ
プターを家庭用のコンセントから抜いてく
ださい。表示画面が消える前にACアダプ
ターを抜くと登録したデータが消えること
があります。

•電源を切るときは、必ず、プリントカート
リッジカバーがきちんと閉まっていること
を確認してください。プリントカートリッジ
カバーが正しく閉められていないと、イン
クが乾燥してプリントカートリッジが使用で
きなくなったり、プリンターの故障の原因
になることがあります。
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重 要 「稼動範囲以上に動かそうとする」などの無理
な力を加えないようにしてください。無理な力
を加えると、故障や破損の原因となります。

プリントカートリッジを「カチッ」と音がす
るまで、しっかりと押し込みます。

• 正しくセットしないとプリントカートリッジの

故障の原因となります。

プリントカートリッジ収納部カバーを閉め
ます。

重 要 自動的に「プリンターの調整」を行います。
プリンター調整用の用紙をセットして画面の
指示にしたがって操作してください。
「用紙のセットのしかた」 22ページ
「プリンターの調整」 149ページ

ACアダプターを接続して、電源を入れます
（ 17ページ）。

プリントカートリッジについているピンク
のタブを引いて、透明のプラスチックテー
プをはがします。

重 要 •必ず透明のプラスチックテープだけをはが
してください。金色の金属フィルムは絶対
にはがさないでください。プリントカート
リッジが使用できなくなります。

•一度はがした透明のプラスチックテープ
は、絶対に貼り直さないでください。ノズ
ル内のインクが混ざり合い、使用できなく
なることがあります。

プリントカートリッジ収納部カバーを開き
ます。
プリンターが動きます。

プリントカートリッジのセットと交換のしかた
印刷するときには、プリントカートリッジを使います。

重 要 必ず指定のプリントカートリッジをお使いください。（ 181ページ）

2

3

プリントカートリッジをセットする

1

4

5

プ
リ
ン
ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
セ
ッ
ト
と
交
換
の
し
か
た

印刷できる枚数（目安）

本機に付属のプリントカートリッジで印刷できる枚数は下記のとおりです。
はがき印刷：約200枚 写真印刷：約100枚
※印刷する内容によって、印刷できる枚数は異なります。
※印刷条件の詳細（ 181ページ）。

セットした状態

突起が2つある方
を手前側に

ラベル面を上に

CASIO
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プリントカートリッジを交換する

ACアダプターを接続して、電源を入れます
（ 17ページ）。

プリントカートリッジ収納部カバーを開き
ます。

2

3 プリントカートリッジを下に押しながら手
前に引きます。

新しいプリントカートリッジをセットしま
す。

1

4

プ
リ
ン
ト
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
セ
ッ
ト
と
交
換
の
し
か
た

プリントカートリッジ 使用上のご注意

• インクが目に入ったり皮膚に付着しないようにご注意ください。 目に入ったり、皮膚に付着した場合
は、すぐに水で洗い流してください。 万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。

• インクを誤って飲まないようにご注意ください。 インクの成分には、硝酸塩が含まれております。
万一、インクを飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。

• プリントカートリッジは、お子さまの手の届かない所に保管してください。
• プリントカートリッジは、改造および再利用しないでください。 なお、プリントカートリッジの改造や
インクの詰め替えなどによって生じたプリンターおよびプリントカートリッジのトラブルについては、
当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。

• 振動や衝撃を与えないでください。また、金属部分には手を触れないでください。
• プリンターに装着するまでは包装を開封せずに、直射日光を避け、常温で保管してください。

プリントカートリッジに印刷されている数字の見方

• プリントカートリッジに印刷されている数字は、使用期限です（右の
イラストの「2010/12/18」は「2010年12月18日」を表していま
す）。使用期限までに使い切ってください。
なお、良質な印刷品質を得るために、使用開始後6ヶ月以内に使い
切ることをお勧めします。 2010/12/18  L

0016233003016548



22

は
じ
め
に
お
読
み
く
だ
さ
い

用
紙
の
セ
ッ
ト
の
し
か
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用紙のセットのしかた
印刷する前に用紙をセットします。

使用できる用紙

重 要 •使用できる用紙は、用紙のサイズ、厚さおよび種類が上記の表の条件に合っているものだけです。
•コピー用紙などの薄い紙や、形状が不定形な用紙などは、故障の原因となりますので、絶対に使用しな
いでください。

•写真店などで注文することができる「写真付きポストカード」（郵便はがきに写真が貼り付けられてい
るもの）の宛名面に印刷をする場合は、同梱の「写真付きポストカード専用セットシート」にセットして、
必ず1枚ずつ印刷してください。詳細は、別紙の「写真付きポストカードに印刷する場合のご注意」を
ご覧ください。

•印刷できる写真付きポストカードは、厚さが「0.18mm～0.38mm」のものです。
※ハガキに比べて、極端に厚い用紙や硬い用紙は、うまく印刷できないことがあります。

用紙

はがき

A6

L判

厚さ

郵便はがきと同等の厚
さで、0.18mm～0.2
6mmの範囲のもの

郵便はがきと同等の厚
さで、0.18mm～0.2
6mmの範囲のもの

郵便はがきと同等の厚
さで、0.18mm～0.2
6mmの範囲のもの

用紙の種類

●郵便はがき（郵便事業株式
会社製）
●インクジェット用はがき
●フォト光沢はがき

●インクジェット用紙
●フォト光沢紙
●普通紙

●インクジェット用紙
●フォト光沢紙
●普通紙

サイズ

（縦）148mm×（横）100mm

（縦）148mm×（横）105mm

（縦）127mm×（横）89mm
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印刷面を表側にして、用紙の左端を挿入口
の左端に沿わせ、軽く止まるまで差し込み
ます。
• 一度にセットできる枚数は、20枚までです（印
刷枚数は99枚まで設定可能です）。

このとき、用紙の端がツメの下に入るように
セットしてください。
正しくセットしないと、用紙が曲がって挿入さ
れ、正しく印刷できないことがあります。

3給紙トレイを開きます。

用紙ガイドを拡げます。

用紙をセットする
重 要 •用紙は、必ず、印刷停止中にセットしてください。印刷中に用紙の出し入れは行わないでください。故

障の原因になります。
•用紙どうしが静電気ではりついているときは、間に空気を入れるなどしてからセットしてください。
•印刷中に用紙を追加することはできません。
•「インクジェット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。
•フォト光沢はがきは、印刷時に、用紙どうしが貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。
•印刷途中に絶対に用紙を引き抜かないでください。
•用紙に反り・曲がりがあると用紙が詰まる原因となります。用紙の反り・曲がりを直してから本体にセッ
トしてください。

•用紙をセットする際は、印刷面を表側にして、必ず用紙の左端を挿入口の左端に沿わせてセットしてく
ださい。セット後は、必ず「用紙ガイド」を用紙に当たる位置まで動かしてください。

1

2
給紙トレイ 
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用紙ガイドが用紙に当たる位置までつまみ
をスライドさせます。

• 正しくセットしないと印刷の際に、用紙が斜め
に給紙されたり故障の原因となります。

4

排紙トレイを引き出します。

重 要 用紙をセットする際は、用紙の先端を必要以上に奥まで入れすぎないでください。給紙が正しくできな
い場合があります（用紙の先端が曲がっていないのが正しい状態です）。

正しい状態 間違った状態

用紙の先端が
曲がっている

用紙が
まっすぐ
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用紙の種類 印刷の種類

はがき 宛名印刷

文面印刷

A6 デジタル写真

L判 デジタル写真

●用紙をセットする向きについて

印刷の種類や用紙の種類によって、用紙をセットする方向や表裏を確認して、正しくセットしてください。

セット方向

印刷する面を表側に向けて、宛
名の郵便番号の位置が下側にな
るようにセットする。

印刷する面を
表側に向け
て、宛名の郵
便番号の位置
が下側になる
ようにセット
する。

印刷する面を表側に向けてセットする。

印刷する面を表側に向けてセットする。

※光沢紙に写真を印刷する場合は光沢面を表側に向けてセットしてください。

用
紙
の
セ
ッ
ト
の
し
か
た
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印刷するときの注意事項
印刷前

●本体は平らな場所に置いてください。

●用紙挿入口、本体内部に用紙が残っていないことを確認してから、用紙をセットしてください。

●用紙を用紙挿入口の奥まできちんと当たるようにセットしてください。

●用紙どうしが静電気の影響などではりついていると、用紙がきちんと送れないことがあります。用紙
と用紙の間に空気を入れてからセットするか、1枚ずつ印刷してください。

●用紙に反り、曲がりがあると用紙が詰まる原因となります。用紙の反り、曲がりを直してからセット
してください。

●用紙をセットする際は、印刷面を表側にして、必ず用紙の左端を挿入口の左端に沿わせてセットして
ください。セット後は、必ず用紙ガイドを用紙に当たる位置まで動かしてください。

●印刷に適している用紙については、「使用できる用紙」（22ページ）の説明をご覧ください。

●次のようなはがきや用紙を使わないでください。
• 封筒
• 往復はがき
• 表面が凸凹やザラザラのもの
• フォト光沢紙以外で表面がツルツルのもの
• 折れ曲がったり、反りの激しいもの
• 一般の郵便はがきにくらべて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の強い用紙
• 樹脂シートなどのインクを吸収しないもの
• 不定形に切断したコピー用紙・カレンダーなど指定以外の用紙

●用紙挿入口に一度にセットできる用紙は、郵便はがきの厚さの場合で「20枚まで」です（印刷枚数は
「99枚」まで設定可能です）。

●プリントカートリッジが確実にセットされていることを確認してく
ださい。

●用紙排出口にものがないことを確認してください。

●排紙トレイを引き出しておいてください。

●プリントカートリッジがセットされていないと印刷の動作は実行さ
れません。

●フォト光沢はがきなどに両面印刷をする場合は、「宛名」→「写真印刷」の順番で印刷操作をしてください。

●フォト光沢はがきなどに両面印刷をすると、写真印刷面にスジ状のキズが付着する場合があります。

●「インクジェット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。複数枚セットすると正常に印刷でき
ない場合があります。
※光沢でない「インクジェット紙年賀郵便はがき」では、20枚までセットできます。

●フォト光沢はがきは、印刷時に、用紙どうしが貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。

●写真店などで注文することができる「写真付きポストカード」（郵便はがきに写真が貼り付けられている
もの）の宛名面に印刷をする場合は、同梱の「写真付きポストカード専用セットシート」にセットして、必
ず1枚ずつ印刷してください。詳細は、別紙の「写真付きポストカードに印刷する場合のご注意」をご覧く
ださい。

印
刷
す
る
と
き
の
注
意
事
項
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印刷中

●本体を傾けたり、振動を与えたりしないでください。
印刷不良の原因となります。

●印刷中に用紙をひっぱったり、押し込んだりしないでください。
印刷不良や故障の原因となります。

●用紙排出口をふさがないでください。
用紙が詰まったり、故障の原因となります。

●印刷中は必ずキーボードを開き、排紙トレイを出した状態でお使
いください。

●印刷中には用紙を追加することはできません。
印刷中に用紙を追加すると、用紙が詰まったり、故障の原因にな
ります。
用紙を追加するときは、印刷中のすべての用紙の印刷が終わって
「用紙切れ」というメッセージが表示されたのを確認してから
行ってください。

●21枚以上（郵便はがきの厚さの場合）印刷するときは、印刷中のすべての用紙の印刷が終わって「用
紙切れ」というメッセージが表示されたのを確認したあと、用紙をセットして印刷を行ってください。

●印刷中は絶対に用紙挿入口及び用紙排出口のローラー部に指を近づけないでください。
　指がローラー部に巻き込まれ、けがをするおそれがあります。

●印刷途中に絶対に用紙を引き抜かないでください。

●本機のプリンターはインクジェット方式です。印刷を行っていると、プリントカートリッジ収納部周辺
や製品本体にインクが付着する場合があります。インクが付着したときは、水を浸してかたく絞った
ガーゼなどで拭き取ってください。

印刷後

●印刷したものをひっかいたり、こすり合わせたりしないでください。
キズや汚れの原因となります。

●印刷したものを重ねて放置したり、水にぬらしたり、ほかの紙にこ
すったりしないでください。印刷が写ってしまうことがあります。

●長時間使用しないときは、キーボード及び排紙トレイは閉めて保管してください。

印
刷
す
る
と
き
の
注
意
事
項
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●メニュー画面 ●設定画面

●文字入力画面 ●宛名入力

画面の見かた
本機の画面にはいろいろな情報が表示されます。

画
面
の
見
か
た

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

機能やメニューをイラストで示しています。 を押し、イラストに太い枠を表示さ

せることで、必要な機能を選ぶことができます。

※文面の組み合わせ作成で使用するイラストも同じ操作で選びます。

現在選ばれている項目であることを示しています。 を押し、反転表示させること

で、必要な項目を選ぶことができます。

キーを押されたときに、 が点灯します。

現在選ばれている機能を示しています。

入力できる文字の種類を示しています。

が点灯している位置の種類が現在入力できる文字の種類です。

印刷時の書体（フォント）の種類を示しています。

が点灯している位置のフォントが印刷時のフォントです。

現在の文字の入力モードを示しています。

が点灯している　：かな入力

が点灯していない：ローマ字入力

画面のスクロールができることを示しています。

：現在表示している画面よりも上に、表示できる画面がある。

：現在表示している画面よりも下に、表示できる画面がある。

文字の入力状態や入力位置（カーソル位置）を示しています。

「■」点滅：現在の文字の入力位置になります。

「・」：文字入力ができますが、現在は文字が入力されていない状態です。

各入力項目を示しています。

現在の項目を黒で表示、その他の項目をグレーで表示します。

画面上の（6/10）は入力項目が10の画面に分割されているときに、現在6つ目の入力項目である

ことを示しています。　例：（2/10）→ 、（10/10）→

①

③ ⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑪

②

⑨

　
か
な
入
力

　
明
朝

　
丸
ゴ
シ
ッ
ク

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
毛
筆
流
麗

　　
英
小
文
字

　
英
大
文
字

　
カ
タ
カ
ナ

　
ひ
ら
が
な

　　
デ
ジ
タ
ル
写
真

　
は
が
き
文
面

　
は
が
き
宛
名

　　
シ
フ
ト

④

⑩
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●カーソルは を押して動かしま
す。

　

　

  

  

上にカーソルが移動する

下にカーソルが移動する

左にカーソルが移動する

右にカーソルが移動する

●画面にかくれている文字を見るためには、
を押してかくれている部分に

カーソルを動かします。これをスクロールと
いいます。

●カーソルのはたらきと動かしかた
●文面や宛名面に文字を入れているときに、■
が表示されます。これは位置を示した印で、
カーソルと呼びます。カーソルが合っている
位置で文字キーを押すと文字が入り、 を
押すと文字が消えます。

画
面
の
見
か
た

カーソル
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キーボードと主なキーの働き
キーボードには、たくさんのボタンがついています。ボタンのことを、この取扱説明書では「キー」と
呼んでいます。
ここでは主なキーの使いかたについて説明しています。

  

キ
ー
ボ
ー
ド
と
主
な
キ
ー
の
働
き
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：電源を入れたり切ったりするときに押します。

モードキー（   ）：それぞれの「機能」を使うときに押します。また、操作の途中で困ったと

きに押すとやり直すことができます。

：入力した文字を大きく拡大して確認したいときに押します。

：キーに印刷されていない記号を入れるときや、自分で文字を作ったり、作った文字を入れた

りするときに押します。

：1文字ずつ漢字を変換するときに押します。

：ひらがなやカタカナの入力に切り換えるときに押します。

：アルファベットの大文字や小文字の入力に切り換えるときに押します。

：いろいろな設定をするときに押します。

　
：印刷するときや印刷の仕上がり状態を確認するときに押します。

：文字が入る位置を示した■を動かすときに押します。また、項目などを選択すると

きにも押します。

　
：操作を取り消したり、中止するときに押します。

　
：文字を間違えたときに押します。

　
：文字入力のとき、「ー」、空白を入れたり、改行するときに押します。

　
：キーの上にピンクの文字で書かれている機能や文字を入力するときに押します。

　
：操作を進めていくときに押します。

　
文字キー：文字を入れるときに押します。

　
数字キー：数字を入れるときに押します。

キ
ー
ボ
ー
ド
と
主
な
キ
ー
の
働
き

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑨

■キーのあらわしかたについて

●キーの上にピンク色で書かれている機能を使うには…
を押したあとに続けてピンク色で書かれている下のキーを押します。

●操作手順の中で、「 を押して…」と書かれているときは、 のいず
れかを押してください。4つのキーすべてを押す必要はありません。

 を押したあとに続けて を押すとき…➜ と押します。

 「外字」の機能を使うとき… ➜ と押します。
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メニュー画面では、機能の内容やできるこ
とがイラストで表されています。これをア
イコンと呼びます。あなたがしたいことを
選んでください。

どうやって選ぶの？
アイコンが太い枠で囲まれているのがわかりま

すか？

のいずれかを押すと、太い枠が動きま

す。あなたが選びたいアイコンに太い枠を合わ

せてください。

トップメニュー画面

1 2

3

→

操
作
の
進
め
か
た

操作の進めかた
本機の操作を始めるには、まず を押します。 を押すと、トップメニュー画面が表示されます。

ここから、操作が始まります。

操作キーを押すと各メニュー画面が表示されます。

したいことのアイコンを選んだら、
を押します。

これで、あなたが選んだメニューにしたがっ

て、操作が進みます。

操作を進めていくと、次々と選択画面が表
示されます。
選択を間違えてしまったり、前の画面に戻りた

いときは、 を押します。

選択画面について

を押して、あなたがしたい項

目を反転表示させて選んでください。

画面によっては項目が太い枠で囲まれていま

す。その場合はあなたがしたい項目に太い枠を

合わせて選んでください。
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印刷できる写真データについて
本機ではPictBridge（ピクトブリッジ）規格対応のデジタルカメラで撮影した写真を、本機に取り込ん
で印刷することができます。また、PictBridge機能を使うと、デジタルカメラの画面で写真を確認し
ながら印刷操作をすることができます。
※PictBridgeは、カメラ映像機器工業会（CIPA）制定の規格です。

印
刷
で
き
る
写
真
デ
ー
タ
に
つ
い
て

扱える写真のデータ
本機で印刷できる画像はデジタルカメラなどで撮影した画像で以下の条件を満たすものです。ご使用
になる機能によって印刷できる写真のサイズが異なりますのでご注意ください。

●DCF Exif2.1（JPEG準拠）

※PictBridge対応デジタルカメラで撮影した画像（文面の写真はファイルサイズが3M Byte以下のもの）

重 要  文面で印刷できる写真の容量は3M byte以下です。3M byteを超える写真は、デジタルカメラ側

でリサイズ（大きさを変える）などを行うことにより、容量を3M byte以下にすると使用できるよ

うになります。詳しくは、デジタルカメラの取扱説明書を参照してください。

DCF規格対応の携帯電話でも、撮影時の操作方法によってはDCF規格とは異なるフォルダー構成下に
写真データが保存される場合があります。このような写真は本機では印刷することはできません。
撮影した画像がDCF規格に準拠した形式でメモリー内に保存されるように操作してください。
詳しくはご使用になる携帯電話の取扱説明書をご覧ください。
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文字の入力
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文
字
入
力
の
前
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

➜

文字入力の前に知っておいていただきたいこと
文字の入れかたの要点を簡単に紹介します。詳しい操作を知りたいときは、参照ページをご覧くださ
い。

文字を入れる画面は…
宛名作成画面（ 62ページ） 文章編集画面（ 121ページ）

文字キーの使いかた
1つのキーには複数の文字が書かれています。

を押して、どの文字を入れるのかを選びます。

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

A・ ・ ・ ・ ・ 

キーの右下に書かれたアルファベットや 

記号が入ります 

➜
 ・ ・ ・ ・ れ 

ひらがなが入ります 

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
英
大
文
字

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
宛
名
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か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

文
字
入
力
の
前
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

●数字を入れるときは、数字キーを押します。数字は、どの状態でも入れることができます。

ひらがな入力
「きく」を入れます
　　　　▼

を何回か押して、「ひらがな入力」に
する。
「「ひらがな入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「ひらがな」に「 」が合います。

　　　　▼

　　　　▼

カタカナ入力
「キク」を入れます
　　　　▼

を何回か押して、「カタカナ入力」に
する。
「「カタカナ入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「カタカナ」に「 」が合います。

　　　　▼

　　　　▼

漢字入力
「菊」を入れます
　　　　▼

を何回か押して、「ひらがな入力」に
する。
「「ひらがな入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「ひらがな」に「 」が合います。

　　　　▼

　　　　▼

アルファベット入力
「Sun」を入れます
　　　　▼

を何回か押して、「英大文字入力」に
する。
「「英大文字入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「英大文字」に「 」が合います。

　　　　▼

　　　　▼

入力する文字の種類の切り替えかた（ 38ページ～50ページ）

画面下部の「 」は、選択されている機能、入力できる
文字の種類、入力モードなどを示します。

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
カ
タ
カ
ナ

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
英
大
文
字

　
は
が
き
文
面
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ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ
る

キーを押し間違えてしまったら…

• 文字を間違えていたら…51ページ「間違えた文字を直す」
• 文字が抜けていたら…52ページ「文字の抜けているところに文字を追加する」
• 文字を消したいときは…51ページ「間違えた文字を消す」

 画面に同じ文字がいくつも表示されたときは

キーを長く押し続けていると、その文字が連続して表示されます。そのときは を押します。文字が
画面から消えます。
キーは、ポンッと軽くたたくように、押してください。

重 要 を押して消すことができるのは、文字に下線がついているときだけです。

数字キーを押し続けたときや、文字を確定したあとは、消したい部分にカーソルを合わせて

を押します。

を押します。

と押します。
ローマ字入力のときは、

と押します。

「文字の入力方法（入力モード）を切り替える」

146ページ

ローマ字入力のときは、「かな入力」に「 」が表示

されません。

ひらがな・カタカナを入れる
ひらがな・カタカナの入れかたを説明します。
※ （ー）と （ハイフン）を間違えないように、注意してください。

ひらがなを入れる

さくら

を何回か押して、「ひらがな入力」にす
る。
「「ひらがな入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「ひらがな」に「 」が合います。

■をカーソルといいます。文字が入る位置を示

します。

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面
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1 2

文字の例

は

ば

ぱ

ゃ

っ

。

、

呼び名

清音

濁音

半濁音

拗音

促音

句点

読点

かな入力のとき ローマ字入力のとき

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
を
入
れ
る

カタカナを入れる

サクラ

を何回か押して、「カタカナ入力」にす
る。
「「カタカナ入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「カタカナ」に「 」が合います。

と押します。
ローマ字入力のときは、

と押します。

カタカナはキーを押したと同時にその文字に確

定されます。

「ぱ」や「ゃ」などを入れる
キーの上に印刷されていない文字を入力するときは、このページの表を見て入力してください。
ローマ字入力のときの文字の入れかたは、165ページの「ローマ字入力対応表」をご参照ください。

小文字や「々」「ゞ」、「ゐ」「ゑ」などの旧仮名遣いの文字などは、 を押して「入れにくい字」を選択し、

そこから入れることができます（ 49ページ）。

ローマ字入力のときは、「かな入力」に「 」が表示

されません。

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
カ
タ
カ
ナ

　
は
が
き
文
面

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
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カ
タ
カ
ナ

　
は
が
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1

2

3

4

と押します。
「きょうい」を「きょう」という言葉に区切るため

です。

「きょう」が「今日」に変換されました。

漢
字
を
入
れ
る

漢字を入れる
漢字を入れるには、まずその漢字の「読み」をひらがなで入れます。例えば、「花」は「はな」と入れま
す。ひらがなから漢字に変えることを「変換」といいます。使いたい漢字が表示されたら、 を
押して、ほかの漢字に変わらないように確定します。
目的の漢字に変換できないときは、一文字ずつ漢字を入力します。
「目的の漢字に変換されないとき」　 43～47ページ

漢字を入れる

今日行きます

「きょういきます」とひらがなで入れます。

を押します。

「きょうい」と「きます」という2つの言葉と
認識したため、「驚異」と変換されます。
「驚異」が反転します。

を押します。
「今日」が確定されます。

「いきます」という言葉が残ったと認識したた

め、「生きます」に変換されました。

※1つ目の文節が目的の漢字に正しく変換されて

いるときは、 を押して正しく変換されて
いない文節に反転を移動してください。最後の
文節まで目的の漢字に正しく変換されていると

きは、 を押して最後の文節に反転を移動

して を押してください。漢字が確定

します。
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5 を何回か押して、「行きます」にします。

を押すたびに、「いきます」の候補が次々に表

示されます。

　
か
な
入
力

　
ゴ
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ひ
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な

　
は
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文
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6 「行きます」になったら、 を押しま
す。

「行きます」が確定されます。
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同じ読みのある漢字（同音異義語）を選ぶ
複数の漢字が当てはまる「読み」（同音異義語）を選ぶ方法を説明します。

講演

1 3 を何回か押して、「講演」にします。

を押すたびに、「こうえん」に合った漢字が

次々と表示されます。

「こうえん」とひらがなで入れます。

を押します。

「こうえん」に合った漢字の候補が表示されま

す。
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漢
字
を
入
れ
る
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4 「講演」になったら、 を押します。
「講演」が確定されます。

学習機能について

「こうえん」という読みを「講演」で確定したとします。次回「こうえん」という読みで変換すると、「講演」が
一番はじめに表示されます。これは、前回使った漢字を本機が覚えているためです。
このように、前回使った漢字を最初に表示することを学習機能といいます。
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変換前の「よみ」の状態に戻る
文字を訂正することができます

入力した「よみ」が消える
はじめから、入力し直すことがで
きます

ひらがなを漢字にするルール

「よみ」を入れる 漢字に変える 確定する

変換中に文字を間違えたら…

変換中に文字の間違いに気がついたら、 を押してください。

思いどおりの漢字に変換されないのはなぜ？

次のようなことが考えられます。
•「週（しゅう）」を「しゆう」と入力している
•「図（ず）」を「づ」と入力している

かなで入れた文章を漢字に変換するときのポイント

栄町

①「さかえちょう」とひらがなで入れます。

　さかえちょう■・

② を押します。

　栄町・・・・・・

③最後の文節まで目的の漢字に正しく変換されたときは、 を押して最後の文節に反転を移動してく
ださい。
ここでは を１回押します。

　栄町・・・・・・

④ を押して漢字を確定します。

　栄町■・・・・・

➜

こうえん
➜

後援

さらに を押すと、「こうえん」に当てはまるほ

かの候補が表示されます。 を押すと、前に表

示されていた候補の文字が表示されます。

➜ ➜

後援

■甲斐 かい

漢
字
を
入
れ
る

こ　う　え　ん 

公園 
口演 

広遠 

講演 

公演 
後援 

こうえん 

コウエン 

高遠 

好演 
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「あつひろ」をひらがなで入れます。1

2

3

4

5

目
的
の
漢
字
に
変
換
さ
れ
な
い
と
き
①
（
単
漢
字
変
換
）

目的の漢字に変換されないとき①（単漢字変換）
むずかしい漢字や珍しい固有名詞などは、 を押しても正しく変換されません。このような場合、
1文字ずつ目的の漢字に変換します。

敦廣（あつひろ）

を何回か押します。
何回押しても、「敦」に変換されません。

を何回か押して、目的の漢
字を選び、 を押します。
 「敦」が確定されます。

を押します。
「あつ」に合った漢字がいくつか表示されます。

手順 3から 4と同様の操作をして目的の漢
字（廣）を選び、 を押します。
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目的の漢字に変換されないとき②（漢字辞書）
漢字の読みや、画数などから漢字を呼び出すことができます。
漢字の呼び出しかたは、4種類あります。
•「読み」 読みから該当する漢字を呼び出します。
•「総画数」 総画数から該当する漢字を呼び出します。
•「部首」 部首から該当する漢字を呼び出します。
•「区点コード」 漢字の一覧表から入力したい文字を見つける（JIS区点コード）。

漢字辞書機能は文字が入力できる画面および文面、宛名（「読み」および「郵便番号」入力時を除く）の各
入力画面から入ることができます。ただし、文字が未確定のときや、漢字に変換している途中では漢
字辞書は使えません。

目
的
の
漢
字
に
変
換
さ
れ
な
い
と
き
②
（
漢
字
辞
書
）

41 を押して挙にし、
を押します。
「挙」という漢字についての詳細が表示されま

す。

5

3

2

読みから呼び出す

「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、

を押します。

で「読み」を選び、
を押します。

「あげる」と入れて、 を押します。
「あげる」と読む漢字の一覧が表示されます。

データに続きがあるときは を押すと続き

を見ることができます。

• 最大7文字まで入力できます。

を押します。
「挙」という漢字が入ります。
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目
的
の
漢
字
に
変
換
さ
れ
な
い
と
き
②
（
漢
字
辞
書
）

1

2

を押して挙にし、
を押します。
「挙」という漢字についての詳細が表示されま

す。

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

4

5

3

総画数から呼び出す

「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、

を押します。

で「総画数」を選び、
を押します。

と入れて、 を押します。
または で画数を指定することもできま

す。

10画の漢字の一覧が表示されます。
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1

2

3

4

部首から呼び出す

「挙」という漢字を呼び出す

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

で「部首」を選び、
を押します。

「挙」の部首の「手」は4画なので と押
し、 を押します。
4画の部首の一覧が表示されます。

または で部首の画数を指定することも

できます。

部首の候補が他にもあるときは を押すと

続きを見ることができます。

を押して手にし、
を押します。
「手」が部首の漢字の一覧が表示されます。

5

6

目
的
の
漢
字
に
変
換
さ
れ
な
い
と
き
②
（
漢
字
辞
書
）

を押して挙にし、
を押します。
「挙」という漢字についての詳細が表示されま

す。

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

部首がわかりにくい漢字については本来の部首

以外でも呼び出せるものがあります。

（例：「岩」は「山」でも「石」でも呼び出せます。）
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目
的
の
漢
字
に
変
換
さ
れ
な
い
と
き
②
（
漢
字
辞
書
）

3

漢字の一覧表から入力したい文字を見つける（JIS区点コード）
ワープロやパソコンなどのコンピューター機器は、漢字を番号で管理しています。番号は「区」と「点」
に分かれていて、漢字1つに対して4つの数字が割り当てられています。コード番号はJIS規格で定め
られており、これをJIS区点コードといいます。

「挙」という漢字を呼び出す

1

2

•読みでの検索は「音読み」、「訓読み」、「人名や地名などで使われる特別な読みかた」のいずれでも検索で
きます。

•フォントのデザインにより同じ漢字でも字の形が異なることがあります。
•部首は代表的なものを採用しています。学説によっては別の部首とするものもあります。
• JIS外の漢字の区点コードは「－－－－」と表示されます。
• JIS規格には収録されていても、多くの辞書で読みも意味も不明として取り扱われている漢字は「音義未
詳」と表示されます。

•漢字辞書機能で呼び出した場合は、漢字の学習機能（41ページ）ははたらきません。
•文字が入力されたときは、そのときのカーソル位置のサイズや色などに合わせて入力されます。
•単位の名称を漢字で表すもの（米：メートル、弗：ドルなど）は訓読みに含め、ひらがなで表示しています。

●漢字辞書詳細表示について
呼び出した漢字については、次のような詳細な情報が表示されます。

この画面では を押して、表示を切り替えることができます。

4

画数
部首

音読み

「ー」より後ろは
送りがなですJIS区点コード

人名や地名などで使われる
特別な読みかた

で「区点コード」を選び、
を押します。

入力したい位置にカーソルを合わせて、
を押します。

「挙」の区点コードは「2 1 8 3 」なので
と押し、 を押しま

す。
「挙」という漢字についての詳細が表示されま

す。

「内蔵漢字一覧」

168ページ

を押します。
「挙」という漢字が入ります。

音読み
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と押します。
アルファベットはキーを押したと同時にその文

字に確定されます。

1 2
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
入
れ
る

21

大文字と小文字の入力を切り替えるには

画面下部の「英大文字」に「 」が表示されているときに を押すと、小文字が入力できます。また、画

面下部の「英小文字」に「 」と表示されているときに を押すと大文字が入力できます。

,（カンマ）　.（ピリオド）を入れるには

画面下部の「英大文字」または「英小文字」に「 」が合っているときに、次のキーを押します。

カンマ： ピリオド：

アルファベットを入れる
アルファベット入力の方法は、かな入力・ローマ字入力どちらでも操作は同じです。

アルファベットの大文字を入れる

AKI

を何回か押して、「英大文字入力」にす
る。
「「英大文字入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「英大文字」に「 」が合います。

アルファベットの小文字を入れる

aki

を何回か押して、「英小文字入力」にす
る。
「「英小文字入力」に設定しました！」と表示されます。

画面下の「英小文字」に「 」が合います。

と押します。
アルファベットはキーを押したと同時にその文

字に確定されます。
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1 2 を押します。

キーに印刷されている記号

記
号
や
入
力
し
に
く
い
文
字
（
ゑ
、
ヴ
な
ど
）
を
入
れ
る

記号や入力しにくい文字（ゑ、ヴなど）を入れる
普通の文字のほかに、いろいろな記号を入れることができます。

キーに印刷されている記号を入れる
普通の文字のほかに、キーに印刷されているいろいろな記号を入れることができます。記号を入れる
ときは、アルファベットが入る状態にしてから入れます。

〒

を押して、「英大文字入力」または、「英
小文字入力」にする。
画面下の「英大文字」または、「英小文字」に「 」が

合います。

ローマ字入力になっているときは、この操作は

行う必要はありません。
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1

2

3 を何回か押して「★」を探し
ます。

を押します。4

記
号
や
入
力
し
に
く
い
文
字
（
ゑ
、
ヴ
な
ど
）
を
入
れ
る

で「一般」を選び、
を押します。

を押します。

キーに印刷されていない記号や入力しにくい文字（ゑ、ヴなど）を入れる
記号は、8つのグループに分かれています。162ページの「記号一覧」を見ながら、使いたい記号が
どのグループに入っているかを確かめてください。

★（グループ：一般）
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1

1

3

2

2

文
字
を
間
違
え
た
と
き
は

文字を間違えたときは
文字を間違えて入れたときの直しかたを説明します。

間違えた文字を直す
文字を直すときは、間違った文字を消してから、そのまま正しい文字を入れます。

「ゆきこ」を「ゆうこ」に直す

を何回か押して、直す文字にカー
ソルを合わせます。

正しい文字を入れ、 を押します。
「う」が「こ」の前に入ります。

すでに入っている文字を消さずに、新しい文字

が追加されます。

間違えた文字を消す
文字を1文字ずつ消すときの方法を説明します。

「ひっここし」の「こ」を消して「ひっこし」に直す

を何回か押して、消したい文字に
カーソルを合わせます。

を押します。
「ひっこし」になります。続けて文字を入れると

きは、文章の終わりまでカーソルを移動させま

す。

を押します。
「き」が削除され、「こ」が詰まります。
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1 2 文字を入力して、 を押します。
すでに入っている文字を消さずに、新しい文字

が追加されます。

文
字
を
間
違
え
た
と
き
は

文字の抜けているところに文字を追加する

「あた」を「あきた」にする

を押して、追加するところにカー
ソルを合わせます。
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1

カーソル…

点滅している「・」のことです。

スケール…

現在カーソルがどこにあるのかを示します。

カーソルの動きに合わせて動きます。

外字作成画面

自
分
で
文
字
を
作
る
（
外
字
）

自分で文字を作る（外字）
→
 や などのように、本機にない文字や記号を自分で作ることができます。自分で作った文字を外

字といいます。
外字は5つまで本機の中に登録（記憶）しておくことができます。

●外字はこうやって作ります
本機の文字・記号などはすべて点（ドット）の集まりです。点を1つ1つ塗りつぶしたり、消したりす
ることにより、自由自在に文字を作ります。

外字を作る方法として次の2つがあります。どんな外字を作るのかによって方法を選びましょう。

●はじめから自分で作る（新規作成）
…はじめから新しい文字を作るとき。

●本機の中にある文字を利用して作る（参照作成）
…「←→」や「 」のように、既存の文字が利用できるときは、この方法が便利です。

文字にカーソルが合っていない状態で、

と押します。

はじめから自分で作る（新規作成）

2 で、「作成」を選び、 を押
します。
外字作成画面が表示されます。
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を押して、作った外字を登録する
場所を選びます。
重 要 すでに外字が登録されている場所を選んで

を押すと、上書きの確認メッ

セージが表示されます。

を押します。
登録のメッセージが表示され元の画面に戻りま

す。

外字作成画面で外字を作成します。

を押してカー
ソルを移動します。

カーソルを目的の位置まで移動
し、 「黒（描く）」を押します。

塗りつぶした点までカーソルを移
動し、 「白（消す）」を押しま
す。

「黒（描く）」→ 「連続」と押
してから、カーソルを移動しま
す。カーソルの移動に合わせて、
線が描かれます。

「白（消す）」→ 「連続」と押
してから、カーソルを移動しま
す。カーソルの移動に合わせて、
線が消されます。

カーソルを移動
させるときは

点を1つ塗りつ
ぶすときは

点を1つ消すと
きは

線を描くときは

線を消すときは

• 外字作成画面で 「黒（描く）」または 「白（消す）」のどちらかが指定されているときは、 「連続」
を押すたびに連続入力を「する/しない」が切り替えられます。

• 斜め方向に連続してドットを塗りつぶしたり消したりすることはできません。斜め方向に塗りつぶした
り消したりするときは、1ドットずつ行ってください。

6
自
分
で
文
字
を
作
る
（
外
字
）

外字が完成したら、 を押します。

3

4

5
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2

1

3

4

で書体を選び、
を押します。

6

5

7

文字を入力できる画面で、 を押します。

を押して、「1」にカーソルを合わ
せます。

と押します。

で「作成」を選び、 を押
します。

で「参照作成」を選び、
を押します。

54ページの手順 3からの操作を行い、外字
を作成し登録します。

自
分
で
文
字
を
作
る
（
外
字
）

　
か
な
入
力

　
ゴ
シ
ッ
ク

　
ひ
ら
が
な

　
は
が
き
文
面

4 で、呼び出す外字を選び、

を押します。
呼び出した外字を削除するときは、通常の文字

と同じ方法で消します。

「間違えた文字を消す」

51ページ

1

2

3

文字が入力できる画面で外字を入れたい位
置にカーソルを合わせます。

と押します。

で「呼出し」を選び、 を
押します。

自分で作った文字を使う

本機にある文字を利用して作る（参照作成）

本機の文字「1」を利用して、 を作る
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2

31

4

31 で、削除する外字を選び、

を押します。

を押します。2 4

自
分
で
文
字
を
作
る
（
外
字
）

自分で作った文字を修正する

文字が入力できる画面で と押し
ます。

で「修正」を選び、 を押
します。

で、修正する外字を選び、

を押します。

54ページの手順 3からの操作を行い、外字
を修正し、登録します。

自分で作った文字を削除する
外字を文章の中に入れていたときに、その登録した外字を削除すると、文章の中の外字は空白で印刷
されます。

文字が入力できる画面で と押し
ます。

で「削除」を選び、 を押
します。
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で、書体を選び、 を押し

ます。
1 3

2

文
字
を
修
飾
す
る

文字を修飾する
本機は、文面の「見出し」（ 118ページ）と「テキスト」（ 121ページ）で書体（フォント）や文字の
形を指定したり、色を変えることができます。

文字の書体を変える（フォント）
文字を入力できる画面になっていることを確認してください。

テキスト入力画面で文字を入れてから、
を押します。

で「フォント」を選びます。
テキスト入力画面に入ると指定した書体の名称

に「 」が表示されます（印刷すると指定した書体

で印刷されます）。

※「外字」（53ページ）で作成した文字に、書体を指定することはできません。

重 要 毛筆流麗体は他のフォントに比べて文字が

小さくデザインされています。文面のテキ

ストに利用する場合はご注意ください。

ゴシック 丸ゴシック 明朝 毛筆流麗
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文
字
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入
力 1

2

3
文
字
を
修
飾
す
る

文字の色を変える（文字色）
文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。
●指定できる色
黒　赤　緑　青　桃色　空色　灰色

テキスト入力画面で文字を入れてから、
を押します。

で色を選び、 を押しま
す。

で「文字色」を選びます。
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2

• 文字体を指定した文字を標準の文字に戻すときは、手順 3で「標準」を選びます。
•「テキスト」に文字体を指定すると、文字によってはきれいに印刷されないことがあります。はがきなど
に印刷する前に、必ず試し印刷を行って、仕上がりを確認してください。
※「毛筆流麗体」（57ページ）と「外字」（53ページ）で作成した文字に、文字体を指定することはできません。

31
文
字
を
修
飾
す
る

文字の形を変える（文字体）
文面の「見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になっていることを確認してください。

テキスト入力画面で文字を入れてから、
を押します。

で文字の形を選び、 を
押します。

で「文字体」を選びます。

標準 白抜き 影付 立体 太文字
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文字を大きくして確認する（拡大表示）
文字入力画面で、入力している文字を大きく表示します。画数の多い漢字の細かい部分なども確認す
ることができます。漢字辞書や単漢字変換の漢字候補中に使うと便利です。

文
字
を
大
き
く
し
て
確
認
す
る
（
拡
大
表
示
）

を押します。

手順 1 で選んだ文字が拡大されます。

このとき を押すと、表示フォントを変え

て確認することができます。

表示フォントは「毛筆流麗体」「ゴシック体」「丸ゴ

シック体」「明朝体」の4種類です。

元の画面に戻るには、 、または

を押します。

重 要 ● 次の文字は文字入力画面で拡大表示で

きません。

• 確定されていない文字

• 改行マーク

• 漢字辞書機能の部首

• 外字

● 宛名・差出人データ、文面テキスト入力

中、ユーザー辞書データの追加・修正中

は拡大表示が8 0ドットになります。

宛名表示、宛名内容表示、差出人内容表

示、宛名該当データ（検索時）、宛名該当

データ内容表示（検索時）中は拡大表示

が24ドットになります。

● 文字入力画面で拡大表示中にフォントを

変えても、文字入力画面でのフォントは

変わりません。

で確認したい文字にカー
ソルを合わせます。



第3章

住所録の作成と管理
（宛名印刷前の準備）
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項目

姓

名

読み

敬称

〒（郵便番号）

住所

電話番号

連名

敬称

マーク

入力例

坂木

次郎

さかきじろう

様

1500000

東京都渋谷区○○町1-2-3
コーポ樫尾1125

123-456-7890

真美

様

・

最大文字数

5

9

8

2

7

15×4

15

9

2

－

1

備考

姓を入力します。

名前を入力します。

自動的に入力されます。修正することもで
きます。

最初は「様」が入っています。

数字だけ入力します。

4行まで入力できます。

宛名に印刷はできませんが、「住所録印刷」
（101ページ）で印刷することができます。

連名にしたい名前を入力します。

最初は「様」が入っています。

宛名を区別する6種のマークを入れることが
できます。

印字例

宛
名
を
登
録
す
る

2

「ファイル」は家族それぞれの住所録などを分類す

るときなどに使います（5つまで分類できます）

宛名を登録する
はがきに印刷するための宛名を登録し、住所録として管理することができます。宛名に登録できる項
目は次のとおりです。

次の手順で宛名を登録します。
文字の入れかたについては、「第2章 文字の入力」を参照してください。

を押します。 ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。



63

住
所
録
の
作
成
と
管
理

5

8

7

6

9

10

• 何も入れないで次の項目に移動したいときは、 または を押してください。宛名を印刷すると
き、何も入れなかった項目は空欄になります。

• 前の項目に戻りたいときは または を押してください。

• 登録を途中でやめるときは、「名前：姓」の画面で を押してください。

4

3

宛
名
を
登
録
す
る

で登録したい宛名ファイ
ルを選び、 を押します。

• 宛名が未登録の場合

「宛名登録」の確認画面が表示されるので、もう

一度 を押してください。

• 宛名をすでに登録済みの場合

上の画面のように宛名一覧画面が表示されま

す。

を押します。

「宛名が未登録の場合」は、一部表示内容が異な

ります。

で「宛名の追加」を選び、
を押します。

姓を入れます。

を押し、名を入れます。

自動的に入った「読み」が正しいかどうか確認

し、必要に応じて修正してください。登録した

宛名は「読み」をもとに、50音順に並び替えられ

て表示されます。

を押し、敬称を入れます。
最初は「様」が入っています。修正する必要がな

ければそのまま手順 に進みます。

を押し、郵便番号を入れます。

を押します。
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11

12

13

14

15

住所の入力について

• 住所が長いときは適切な位置に改行を入れることをお勧めします。住所は15文字で自動的に改行されま

す。「～区」の後やマンション名の前で を押して改行記号を入力すると、バランスよく印刷されま

す。
（例） 埼玉県所沢市東小田原 ←改行

0丁目0番地←改行
パークヒルズ東小田原000

改行マーク

宛
名
を
登
録
す
る

16

必要に応じて、住所の続きを入れます。
住所が2行以上になるときは、印刷したときに読

みやすくなるように、適切な位置で を押し

て、改行してください。

を押します。
郵便番号辞書機能により、自動的に住所が入り

ます。

• 入力した郵便番号に該当する住所が複数あると

きは、住所の選択画面になります。この場合は

を押して、入力したい住所を選び

を押してください。また、確認の

メッセージが表示されることがあります

（ 85ページ）。

を押し、電話番号を入れます。
電話番号は、宛名には印刷できませんが、「住所

録印刷」（101ページ）で印刷することができま

す。電話番号が不要な場合は、何も入力しない

で を押します。

を押し、連名の敬称を入れます。
最初は「様」が入っています。修正する必要がな

ければそのまま手順 に進みます。

を押します。

を押し、連名を入れます。
連名が不要な場合は、何も入力しないで

を押します。



65

住
所
録
の
作
成
と
管
理

19

20

17

18

• 入力中に を押すと、宛名の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

会社宛ての宛名を作りたいときは

宛
名
を
登
録
す
る

を押します。 続けて他の宛名を入力するときは、「はい」
を選び を押して、手順 からの操
作を繰り返してください。
登録を終えるときは、 を押して「いい
え」を選び、 を押します。
宛名の一覧表示に戻ります。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
登録が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、下のように表示されます。

必要に応じて を押し、マークを選
びます。
マークは宛名を分類するための6種類の目印で、

最初は「・」になっています。修正する必要がな

ければそのまま手順 に進みます。

「宛名を分類するためのマークを付ける」

72ページ

次のように入力します。

• 住所1行目 ： 東京都渋谷区本町１－６－２

• 住所2行目 ： 何も入力せず

• 住所3行目 ： カシオ計算機（株）

• 住所4行目 ： 販売促進部　課長

（株）と入力したいときは

→ 49ページの操作１と同様な操作で を押します。
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で確認する宛名を選び、 を
押します。

1 4

宛
名
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る

3

2

宛名の登録内容を確認する
確認方法には次の2種類があります
• 50音順に確認する
• 特定の条件に合った人だけ確認する（検索）

50音順に確認する

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

で宛名の内容を確認します。

を押すと、宛名の一覧表示に戻ります。
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1

4

6

5

2

3
宛
名
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る

名前で検索

読みで検索

マークで検索

特定の条件に合った人だけ確認する（検索）
下記の条件を指定することで、該当する人だけ表示されるので、すばやい確認が可能です。
• 名前で検索する
• 読みで検索する
• マーク（ 72ページ）で検索する。

で検索方法を選び、
を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

を押します。

で「宛名の検索」を選び、
を押します。
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• 宛名の登録内容表示中に、 を押すと、宛名の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

7 検索条件を入力します。
• 名前で検索

名前（姓・名）を入れ、 を押します。

• 読みで検索

読みを入れ、 を押します。

• マークで検索

で検索対象にするマークを選び、

を押します。

宛
名
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る

検索が完了すると、該当する宛名が表示されま

す。

ここで を押すと、選択された人の宛

名の登録内容が表示されます。

を押すと、宛名の一覧表示に戻ります。
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1 6

4

5
8

7

• 修正を途中でやめるときは、「名前：姓」の画面で を押してください。

• 登録するときと異なり、「姓」と「名」で入れた漢字の読みが「読み」に反映されません。「姓」や「名」を変更
したときは、「読み」も必要に応じて変更してください。

• 修正中に を押すと、宛名の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

宛
名
を
修
正
す
る

3

2

で「はい」を選び、 を押しま
す。
修正が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、宛名の一覧表示に戻ります。

宛名を修正する
登録した宛名を、次の手順で修正することができます。

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

で修正する宛名を選び、 を押し
ます。

で「宛名の修正」を選び、
を押します。

各項目を修正します。
で修正する項目を選び、必要に応じて内

容を入れ直してください。

修正が終わったら、マーク選択の画面で
を押します。
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1

4

5

7

6

2

3

宛
名
を
複
写
す
る

を押します。 で複写方法を選び、
を押します。

「指定したマークの宛名」を選んだときは、

で複写の対象にするマークを選び、

を押します。

手順 で選んだファイルは選択できません（同じ

ファイルに複写することはできません）。

で複写先のファイル名を
選び、 を押します。
複写が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、複写元の宛名の一覧表示に戻りま

す。

宛名を複写する
登録した宛名を、次の方法で他の宛名ファイルに複写することができます。
• 一件ずつ選んで複写する
• 特定のマーク（72ページ）を付けた宛名だけ複写する
• ファイル内のすべての宛名を複写する

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

で複写したい宛名を選び、 を押
します。
「特定のマークを付けた宛名を複写するとき」や

「ファイル内のすべての宛名を複写するとき」

は、 で複写したい宛名を指定する必要は

ありません（ だけ押してください）。

で「宛名の複写」を選び、
を押します。
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で削除方法を選び、
を押します。
「指定したマークの宛名」を選んだときは、

で削除の対象にするマークを選び、

を押します。

1

4

5

7

6

宛
名
を
削
除
す
る

2

3

指定したマークの宛名

•「指定したマークの宛名」選択時に「該当データなし」と表示されたときは、選んだマークがついている宛

名がありません。 を押して、マークを選び直してください。

ファイル内の宛名すべて

宛名を削除する
登録した宛名を、次の方法で削除することができます。
• 1件ずつ選んで削除する
• 特定のマーク（72ページ）を付けた宛名だけ削除する
• ファイル内のすべての宛名を削除する

を押します。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
削除が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、宛名の一覧表示に戻ります。

1人だけ

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

で削除する宛名を選び、 を押し
ます。
「特定のマークを付けた宛名を削除するとき」や

「ファイル内のすべての宛名を削除するとき」

は、 で削除したい宛名を指定する必要は

ありません（ だけ押してください）。

で「宛名の削除」を選び、
を押します。
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宛名の一覧表示のとき、 でマークを
変更したい人を選びます。

1 22

・　△　○

（出）　（受）　（喪）

一般的な分類に使います。たとえば、・を付けたグループは会社の同僚、○は友人、
△は親戚、などの使い分けができます。

年賀状などのやりとりの状況や喪中の人を記録するために使います。

宛
名
を
分
類
す
る
た
め
の
マ
ー
ク
を
付
け
る

宛名を分類するためのマークを付ける
登録した宛名に6種類のマークを付けることができます。宛名を登録するとき、特に選ばなければ「・」
が付けられます。
マークは宛名のグループを分ける目印として機能します。また、特定のマークを付けた宛名だけ印刷
するように設定することもできます。
マークは次の6種類です。

マークを変更する
宛名に付けたマークを、次の方法で変更することができます。
• 1件ずつ選んで変更する
• マーク別にまとめて変更する

●1件ずつ変更する

でマークを選びます。
変更が反映されます。続けて他の宛名のマーク

を変更するときは、手順 からの操作を繰り返

してください。
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で変更前のマークを選びます。

1

2

6

8

7

3

4
宛
名
を
分
類
す
る
た
め
の
マ
ー
ク
を
付
け
る

5

●マーク別にまとめて変更する
宛名に付けた特定のマークを、一括して他の
マークに変更します。

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

を押します。

で「マークの変更」を選び、

を押します。

を押してから、 を押し
て変更後のマークを選びます。

を押します。
マークの変更が完了したことを示すメッセージ

が表示されたあと、宛名の一覧表示に戻りま

す。
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で不要な文字を消してから、新しい
ファイル名を入力します。
ファイル名は6文字以内で入力してください。

1

6

4

5

2

3

7

宛
名
登
録
の
フ
ァ
イ
ル
名
を
変
更
す
る

宛名登録のファイル名を変更する
宛名の登録先のファイル名を、次の手順で好きな名前に変更することができます。

を押します。
修正を確認するメッセージが表示されます。

を押します。

で「ファイル名の修正」を選び、
を押します。

ファイル名を変更する画面が表示されます。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で変更したいファイル名
を選び、 を押します。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
修正が終わり、ファイル名の修正完了メッセー

ジが表示されたあと、ファイル表示の画面に戻

ります。
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1 4

5

• 宛名は約460件登録できます。登録してある内容によって件数は異なります。

• ファイル名の表示中に を押すと表示されるメニューからも、「登録件数の確認」を行うことができま

す。

2

3

を押します。

登
録
し
て
い
る
宛
名
の
件
数
を
確
認
す
る

登録している宛名の件数を確認する
住所録にどのくらい宛名が登録されているのかを宛名ファイルごとに確認できます。また、全体のメ
モリーの使用量を確認できます。

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

で「登録件数の確認」を選

び、 を押します。
ファイル内の宛名の登録件数と、住所録用のメ

モリーの全使用量が表示されます。

 で画面の表示が切り替わります。
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1

ゴシック体 丸ゴシック体 明朝体 毛筆流麗体

4

5

6

• 差出人の表示中に を押すと表示されるメニューからも、「印刷フォントの変更」を行うことができま

す。
• 住所録印刷（101ページ）では、ここでの設定に関わらず、常に「ゴシック体」で印刷されます。

2

3

重 要 •印刷書体によって、印刷する文字の大きさに差があります。
•「毛筆流麗体」を指定した場合は、差出人の「メールアドレス」は「丸ゴシック体」で印刷されます。

宛
名
面
に
印
刷
す
る
文
字
の
書
体
（
フ
ォ
ン
ト
）
を
変
更
す
る

宛名面に印刷する文字の書体（フォント）を変更する
宛名面の「印刷書体（フォント）」を変更することができます。

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名ファイルを選び、
を押します。

を押します。

で「印刷フォントの変更」を

選び、 を押します。

で書体（フォント）を選び、

を押します。
を押すと宛名の一覧表示に戻ります。
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差出人を登録する
住所録には、差出人を5人分登録できます。この差出人は宛名面と文面で共通で使用されます。

入力フォーマットと印刷例
差出人を連名で印刷するときに便利なように2種類のフォーマットを選ぶことができます。

連名の位置を揃えて印刷したい場合 旧姓や年齢なども印刷したい場合
（フォーマット1） （フォーマット2）

項目

姓

名

連名1

連名2

連名3

〒（郵便番号）

住所

TEL

メール

入力例

坪井

朝雄

紀子

静香

有紀

1660000

東京都杉並区○○町1-2-3

03-1234-4567

tuboi-a@abc-prn.co.jp

最大文字数

5

4

4

4

4

7

15×2

15

30

備考

連名にしたい名前を入力（最大3名）します。
名前と名前の間に自動的に・を印刷します。

数字だけ入力します（- は不要）

2行まで入力できます。

数字以外も入力できます。

半角文字で入力します。

差
出
人
を
登
録
す
る

通常は、「フォーマット1」の入力状態になります。フォーマット2に切り換えて入力したい場合は、
80ページを参照してください。

●フォーマット1の入力項目

●フォーマット2の入力項目

項目

名前1

名前2

〒（郵便番号）

住所

TEL

メール

入力例

坪井朝雄 紀子（旧姓 宮永）

静香（1歳） 有紀（2カ月）

1660000

東京都杉並区○○町1-2-3

03-1234-4567

tuboi-a@abc-prn.co.jp

最大文字数

15

15

7

15×2

15

30

備考

入力した通りに印刷されるので、必要に応じ
て、 を押して空白を入力してください。

数字だけ入力します（- は不要）

2行まで入力できます。

数字以外も入力できます。

半角文字で入力します。

3名までの連名を自動的に
レイアウト

文字を自由にレイアウト
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を押します。1

2

差
出
人
を
登
録
す
る

3

4

フォーマット1の入力例

フォーマット2の入力例

「フォーマット2」では、「名前1」「名前2」の入力文字数を同じにすると、入力通りのレイアウトで印刷されます
（  を入力して文字数を調整します）。

• 名前1（7文字+空白＝8文字）
山中俊介　 　小夜子

• 名前2（5文字+空白3=8文字）
×3　満（長男）

名前や連名を入力して、 を押しま
す。
1つの項目への入力が終わったら、 を

押して次の入力に進んでください。

連名にする必要がないときは、「姓」「名」だけ

（フォーマット1）、「名前1」だけ（フォーマット

2）入力してください。

で「1」～「5」の登録したい

場所を選び、 を押します。

次の手順で差出人を登録します。
文字の入れかたについては、「第2章 文字の入力」を参照してください。

ではがき宛名メニューから「差出

人」を選び、 を押します。
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10

9

• 項目に何も入れないで次の項目に移動したいときは、 または を押してください。差出人を

印刷するとき、何も入れなかった項目は空欄になります。

• 前の項目に戻りたいときは または を押してください。

• 登録を途中でやめるときは、「名前：姓」または「名前1」の入力画面で を押してください。

• 入力中に を押すと、差出人の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

7

差
出
人
を
登
録
す
る

8

6

郵便番号を入れて、 を押します。
郵便番号辞書機能により、自動的に住所が入り

ます。

5

で「はい」を選び、 を押しま
す。
登録が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、差出人表示の画面に戻ります。

必要に応じて、住所の続きを入れます。
住所が2行になるときは、印刷したときに読みや

すくなるように、適切な位置で を押して、

改行してください。

を押します。

を押し、電話番号を入れます。
電話番号を入れる必要がないときは、そのまま

手順 に進みます。

を押し、メールアドレスを入れま
す。

@は を押して入力します。

メールアドレスを入れる必要がないときは、そ

のまま手順 に進みます。

• 入力した郵便番号に該当する住所が複数あると

きは、住所の選択画面になります。この場合は

を押して、入力したい住所を選び

を押してください。また、確認の

メッセージが表示されることがあります。

85ページ
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差
出
人
を
登
録
す
る

「登録フォーマットの変更」を選び、
を押します。

1

2

3

4

5

• すでに登録されている差出人のフォーマットを変更すると、名前や連名が入れ直しになります。その他
の項目の内容はそのまま残ります。

•「フォーマット2」に設定された差出人は、差出人名選択画面の差出人名番号が○で囲まれます。

差出人の入力フォーマットを切り換える
差出人の入力フォーマットには2種類あります（77ページ）。
はじめてご使用になるときは、フォーマット1になっています。
フォーマット2に切り換える場合は、次のように操作してください。

を押します。

でフォーマットを変更す
る差出人を選び、 を押します。

ではがき宛名メニューから「差出

人」を選び、 を押します。
で「フォーマット1」または

「フォーマット2」を選び、 を押し
ます。
差出人の登録画面になります。
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を押します。1

2

差
出
人
の
登
録
内
容
を
確
認
す
る

• 登録したとき空欄だった項目は表示されません。

• 差出人の登録内容表示からでも で差出人の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

3

差出人の登録内容を確認する
登録した差出人を、次の手順で確認することができます。

ではがき宛名メニューから「差出

人」を選び、 を押します。

で確認したい差出人を選

び、 を押します。
差出人の登録内容が表示されます。

を押すと、差出人表示に戻ります。
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差
出
人
を
複
写
す
る

1

2

3

差出人を複写する
登録した差出人を、次の手順で複写することができます。同じ住所で差出人の名前だけを変えたいと
きなどに便利な機能です。

で「差出人の複写」を選び、
を押します。

4

5 で複写先の番号を選び、
を押します。

複写が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、差出人表示の画面に戻ります。

選んだ複写先にすでに差出人が登録されている

ときは、確認のメッセージが表示されます。「は

い」を選んで、 を押すと新しい内容が

上書きされます。

を押します。

ではがき宛名メニューから「差出

人」を選び、 を押します。

で複写したい差出人を選

び、 を押します。
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を押します。1

2

3

4

5

6

7

• 修正を途中でやめるときは、「名前：姓」または「名前１」の入力画面で を押してください。

• 修正中に を押すと、差出人の印刷確認画面（印刷イメージ）が表示されます。

印刷確認について 90ページ

差
出
人
を
修
正
す
る

で「はい」を選び、 を押しま
す。
修正が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、差出人表示の画面に戻ります。

各項目を修正します。
で修正する項目を選び、必要に応じて内

容を入れ直してください。

修正が終わったら、「メールアドレス」の入
力画面で を押します。

で「差出人の修正」を選び、
を押します。

差出人を修正する
登録した差出人を、次の手順で修正することができます。

ではがき宛名メニューから「差出
人」を選び、 を押します。

で修正したい差出人を選
び、 を押します。
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3

41

2

で「差出人の削除」を選び、
を押します。

5
差
出
人
を
削
除
す
る

差出人を削除する
登録した差出人を、次の手順で削除することができます。

を押します。

ではがき宛名メニューから「差出
人」を選び、 を押します。

で削除したい差出人を選
び、 を押します。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
削除が完了したことを示すメッセージが表示さ

れたあと、差出人表示に戻ります。
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発生原因
入力した郵便番号に該当する住所が辞書に登録されていない。
郵便番号が7桁で入力されていない。

対応
で再入力するかどうかを選び、 を押す。

再入力しないときは、手動で住所を入れる状態になる。

発生原因
すでに住所が入力されている状態で郵便番号を入力した。

対応
で書き換えるかどうかを選び、 を押す。

発生原因
入力した郵便番号に該当する住所をユーザー辞書に登録していた（ 143
ページ）。

対応
ユーザー辞書の住所を使うとき

で「はい」を選び  を押す
郵便番号辞書にある住所を使うとき

で「いいえ」を選び を押す

郵便番号辞書について
本機では、宛名や差出人を登録するとき、郵便番号に対応した住所が自動的に呼び出されます。これ
を郵便番号辞書機能と呼びます。（ 64・79ページ）

※本機の郵便番号辞書は、平成21年2月27日、郵便事業株式会社発表のデータに準拠しています。ただ
し、事業所の個別郵便番号には対応しておりません。
※京都府の住所は、「通り名」を除いた形式で入力されます。

住所を入れるときメッセージが表示されたら、以下の内容にしたがって操作してください。

郵
便
番
号
辞
書
に
つ
い
て

郵便番号辞書を使うとき、都道府県を省略するには

宛名・差出人の登録時に、都道府県を省略するかどうか選ぶことができます。なお、この設定はユーザー
辞書の郵便番号には反映されません。

省略しない：198-0036→東京都青梅市河辺町
省略する　：198-0036→青梅市河辺町

1宛名表示または内容表示画面で、 を押します。

2 で「都道府県の省略」を選び、 を押します。

3 で「省略する」または「省略しない」を選びます。

4 を押します。
設定が完了し、宛名表示または内容表示画面に戻ります。

•「省略する」に設定されていても、郵便番号から呼び出された住所の候補が複数あるときの選択画面では
都道府県が表示されます。ただし、住所を選んだあとは都道府県が省略されます。

• 都道府県の省略は、差出人表示からの機能メニューでも行うことができます。
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宛名面を印刷する
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る

印
刷
す
る
ま
で
の
流
れ

印刷する

印刷するまでの流れ
ここでは、住所録を作って宛名面を印刷するまでの作業の流れを紹介します。

住所録を作る （ 62ページ）

▼ •宛名を登録する
•差出人を登録する

差出人の郵便番号の印刷位置を設定する（宛名印刷時）（ 89ページ）

▼ 宛名の郵便番号位置は、下記「印刷の条件を設定する」の中で設定します。

印刷の種類の対象を選ぶ （ 91・101ページ）

▼ •宛名印刷をする（「宛名と差出人」「宛名だけ印刷」「差出人だけ印刷」）
•宛名の一覧を印刷する（住所録印刷）

印刷する対象を選ぶ （ 91～95ページ）

▼ •宛名の印刷
　 「すべての宛名を印刷」「1人ずつ指定して印刷」「マークごと印刷」

印刷の条件を設定する

▼
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る

年賀用（くじ付きのはがき） 普通用

1

42

3

差
出
人
の
郵
便
番
号
の
印
刷
位
置
を
決
め
る

差出人の郵便番号の印刷位置を決める
差出人を印刷する場合、2種類の印刷位置を選ぶことができます。
印刷前にあらかじめ指定しておいてください。

宛名表示画面で、 を押します。

で「郵便番号の設定」を選
び、 を押します。

で「差出人の郵便番号」を選び、
を押します。

で「印刷する」を選びます。

で「はがき」を選び、 で「年賀
用」または「普通用」を選び、 を押
します。
郵便番号の位置の設定が終わり、宛名表示画面

に戻ります。

• 郵便番号の入力位置が郵便番号枠内からずれて

いるときなどは、印刷位置を調整することがで

きます（  99ページ）。

5
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印刷前に画面で印刷結果を確認する（印刷確認）
次の操作をしているとき、 を押すと、印刷結果のイメージを画面で確認できます。

• 宛名の一覧を表示しているとき
• 宛名の内容を表示しているとき
• 宛名を登録・修正しているとき
• 差出人の表示をしているとき
• 差出人の内容を表示しているとき
• 差出人を登録・修正しているとき

これを印刷確認機能と呼びます。

を押します。

印刷結果のイメージが表示されます。
1

宛名の印刷確認に差出人も一緒に表示するには
宛名の印刷結果のイメージを画面で確認するときに、差出人も一緒に表示することができます。

1

2

3

を押します。
宛名表示画面に戻ります。

4

5

印
刷
前
に
画
面
で
印
刷
結
果
を
確
認
す
る
（
印
刷
確
認
）

宛名表示画面で、 を押します。

で「印刷確認の設定」を選
び、 を押します。

で表示したい差出人を選
びます。

この画面で を押すと、選んだ差出人の

印刷結果のイメージを表示できます。

印刷確認表示中に操作できるボタン

• ：印刷確認前の表示に戻る。

• ：上下に移動する。

• ：宛名面の縦書き表示と横書き表示を切り換える。

• ：表示を拡大する。

を押します。

宛名と一緒に差出人も表示されます。

6 で確認したい部分に移動できます。

を押すと印刷確認の設定画面に戻ります。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

1

4

6

7

8

9

2

3
す
べ
て
の
宛
名
を
印
刷
す
る

5
10

すべての宛名を印刷する
重 要 印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください。

26ページ

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名を印刷するファイ
ルを選び、 を押します。

を押します。

で「宛名と差出人」を選び、
を押します。

「差出人」を登録していないときは「宛名と差出

人」と「差出人だけ印刷」は薄く表示され、選ぶこ

とができません。

宛名だけ印刷したいときは「宛名だけ印刷」を選

んでください。

で「すべての宛名を印刷」を
選び、 を押します。
差出人印刷対象設定の画面が表示されます。

で差出人を選び、

を押します。

印刷設定画面が表示されます。

すべての設定が終わったら、 を押
します。

画面のメッセージに従って、挿入方向を確
認しながら用紙をセットし、排紙トレイを
引き出してから を押します。
印刷が始まります。印刷が終わると、宛名の一

覧表示に戻ります。

「用紙のセットのしかた」　  22ページ

印刷が終わったら、排紙トレイをカチッと
音がするまで戻してください。

11

で設定する項目を選び、 で
内容を指定します。

92ページ
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

設定項目

用紙

部数

フォーマット

フォント

濃度

設定内容

年賀はがき・普通はがきのどちらに印刷するかを指定します。異なった用紙を指定すると
印刷の位置がずれることがあります。

・・・・・「「「「「宛宛宛宛宛名名名名名ととととと差差差差差出出出出出人人人人人」」」」」「「「「「宛宛宛宛宛名名名名名だだだだだけけけけけ印印印印印刷刷刷刷刷」」」」」選選選選選択択択択択時時時時時

同じ宛名の人を複数枚印刷するときは、印刷部数を指定します。最大で「99部」まで指
定できます。

・・・・・「「「「「差差差差差出出出出出人人人人人だだだだだけけけけけ印印印印印刷刷刷刷刷」」」」」選選選選選択択択択択時時時時時

印刷部数を指定します。最大で「99部」まで指定できます。

縦書き/横書き、どちらのフォーマットで印刷するかを指定します。

印刷時の書体（フォント）を指定します。
毛筆流麗体・ゴシック体・丸ゴシック体・明朝体が指定できます。

印刷の濃さを指定します。まずは「3（標準）」で印刷結果を確認して、必要に応じて調整し
てください。
「1（薄く印刷）」～「5（濃く印刷）」

す
べ
て
の
宛
名
を
印
刷
す
る

• 宛名の内容が表示された状態から印刷することもできます。 を押して、91ページの手順 5 以降の操
作を行ってください。

←→
明朝体

←→
丸ゴシック体ゴシック体

←→
毛筆流麗体

・年賀はがき（くじ付きのはがき）　　　　・普通はがき

←→
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

7 の操作を繰り返して、印刷したい人を指
定していきます。
一度指定した人を取り消したいときは、再度

を押して を消します。

9 すべての指定が終わったら、 を押
します。
差出人印刷対象設定の画面が表示されます。

7

6

8

１
人
ず
つ
指
定
し
て
印
刷
す
る

1人ずつ指定して印刷する
印刷したい人を1人ずつ指定します。

重 要 印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください。

26ページ

で「1人ずつ選択して印刷」
を選び、 を押します。
宛名の一覧が表示されます。

で印刷したい人を選び、 または
を押します。

宛名の先頭に「 」が表示され、印刷の指定がさ

れたことを示します。

• 印刷する人を選んでいるときに、 を押

すと、印刷の仕上がりイメージが表示されます

（ を押すと元の状態に戻ります）。

1

4

2

3

5

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名を印刷するファイ
ルを選び、 を押します。

を押します。

で「宛名と差出人」を選び、
を押します。

「差出人」を登録していないときは「宛名と差出

人」と「差出人だけ印刷」は薄く表示され、選ぶこ

とができません。

宛名だけ印刷したいときは「宛名だけ印刷」を選

んでください。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

13

12

11

１
人
ず
つ
指
定
し
て
印
刷
す
る

10

すべての設定が終わったら、 を押
します。

画面のメッセージに従って、挿入方向を確
認しながら用紙をセットし、排紙トレイを
引き出してから を押します。
印刷が始まります。印刷が終わると、宛名の一

覧表示に戻ります。

「用紙のセットのしかた」　  22ページ
で設定する項目を選び、 で

内容を指定します。
92ページ

14 印刷が終わったら、排紙トレイを カチッと
音がするまで戻してください。

で差出人を選び、
を押します。
印刷設定画面が表示されます。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

6

マ
ー
ク
を
指
定
し
て
印
刷
す
る

で「マークごと印刷」を選
び、 を押します。
宛名印刷対象のマーク選択画面が表示されます。

マークを指定して印刷する
住所録のマークごとに印刷します。

重 要 印刷の前に必ず「印刷するときの注意事項」をお読みください。

26ページ

1

4

2

3

5

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名を印刷するファイ
ルを選び、 を押します。

を押します。

で「宛名と差出人」を選び、
を押します。

「差出人」を登録していないときは「宛名と差出

人」と「差出人だけ印刷」は薄く表示され、選ぶこ

とができません。

宛名だけ印刷したいときは「宛名だけ印刷」を選

んでください。

7

8

9

10

でマークを選び、 を押し

ます。
差出人印刷対象設定画面が表示されます。

すべての設定が終わったら、 を押
します。

画面のメッセージに従って、挿入方向を確
認しながら用紙をセットし、排紙トレイを
引き出してから を押します。
印刷が始まります。印刷が終わると、宛名の一

覧表示に戻ります。

「用紙のセットのしかた」　  22ページ

印刷が終わったら、排紙トレイを カチッと
音がするまで戻してください。

11

で設定する項目を選び、 で
内容を指定します。

92ページ

12

で差出人を選び、
を押します。
印刷設定画面が表示されます。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

差
出
人
だ
け
を
印
刷
す
る

2

6

3

1

4

5

7

8

9

10

差出人だけを印刷する
宛名を印刷せずに差出人だけ印刷することができます。
宛名と差出人両方とも印刷したいときは、91～95ページを参照してください。

を押します。

で差出人を選び、

を押します。

印刷設定画面が表示されます。

で設定する項目を選び、 または
で内容を指定します。
92ページ

で宛名を印刷するファイ
ルを選び、 を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

を押します。

で「差出人だけ印刷」を選
び、 を押します。
「差出人印刷対象設定」画面になります。

すべての設定が終わったら、 を押
します。

画面のメッセージに従って、挿入方向を確
認しながら用紙をセットし、排紙トレイを
引き出してから を押します。
「用紙のセットのしかた」　 22ページ

印刷が始まります。

印刷が終わると、宛名の一覧表示に戻ります。

印刷が終わったら、排紙トレイをカチッと
音がするまで戻してください。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

宛名表示、差出人表示、または宛名印刷の印
刷設定画面で を押します。

で「漢数字の設定」を選び、
を押します。

31

2

縦
書
き
印
刷
の
と
き
、
漢
数
字
と
算
用
数
字
を
切
り
替
え
る

縦書き印刷のとき、漢数字と算用数字を切り替える
宛名や差出人を縦書きで印刷するとき、「住所」および「電話番号」の項目の数字は自動的に漢数字（一、
二、三など）になります。これを算用数字（1、2、3など）で印刷することができます。

重 要 この設定は、宛名面の宛名と差出人の「住所」と「電話番号」、および文面の差出人の「住所」と「電話番
号」に反映されます。

で「漢数字にして印刷」または「算
用数字のまま印刷」を選び、 を押
します。
設定が完了し、宛名表示、差出人表示または印

刷設定の画面に戻ります。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

で「郵便番号印刷」を選び、
で「印刷する」を選びます。

1

3

郵
便
番
号
の
印
刷
位
置
を
調
整
す
る

2

4

5

6

1 1 0 0 0 0 0
99

0

1 1 0 0 0 0 0

990

12mm

44.7 
mm

郵便番号の印刷位置を調整する
本機は郵便はがきにバランスよく印刷できるよう設定されていますが、必要に応じて、郵便番号の印
刷位置を調整することができます。
なお、私製はがきなど、郵便番号枠の位置が郵便はがきと著しく異なるときは、郵便番号を印刷しな
いように設定することもできます。

重 要 • この設定は、宛名面に反映されます。文面の差出人には反映されません。
• 設定後は、必ず、印刷確認表示または試し印刷を行って印刷結果を確認の上、印刷してください。

宛名の郵便番号位置の調整
郵便番号の位置調整は以下のように設定します。

上下方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初期値の寸法

左右方向

宛名表示または宛名印刷の印刷設定の画面
で を押します。

で「郵便番号の設定」を選
び、 を押します。

で「宛名の郵便番号」を選び、
を押します。

で「上下方向」または「左右方向」を選
び、 で位置を調整します。
値1につき、約0.17mm印刷位置が移動しま

す。

位置の調整が終わったら、 を押し
ます。
設定が完了し、宛名表示または印刷設定の画面

に戻ります。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

買ったときの状態に戻すには

工場出荷状態では、すべての値が50（宛名）、30（差出人）です。手順 5（宛名）、手順 6（差出人）ですべ
ての値を50（宛名）、30（差出人）にしてください。

郵
便
番
号
の
印
刷
位
置
を
調
整
す
る

で「郵便番号印刷」を選び、
で「印刷する」を選びます。

1

3

2

4

5

6

7

差出人の郵便番号位置の調整
郵便番号の位置調整は以下のように設定します。
上下方向

左右方向

初期値の寸法

宛名表示または宛名印刷の印刷設定の画面
で を押します。

1 1 0 0 0 0 0
60

0

1 1 0 0 0 0 0

600

差出人の郵便番号（年賀用） 差出人の郵便番号（普通用）

4mm

5.5mm

5.5mm

18mm

で「郵便番号の設定」を選
び、 を押します。

で「差出人の郵便番号」を選び、
を押します。

で「はがき」を選び、 で「年賀
用」または「普通用」を選びます。
位置は、年賀用と普通用でそれぞれ記憶するこ

とができます。

で「上下方向」または「左右方向」を選
び、 で位置を調整します。
値1につき、約0.17mm印刷位置が移動します。

位置の調整が終わったら、 を押し
ます。
設定が完了し、宛名表示または印刷設定の画面

に戻ります。
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宛
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左寄せ 

右寄せ 

宛名表示または印刷設定の画面で を押
します。

1

2

3

4

●縦書きのとき ●横書きのとき

住
所
の
印
刷
位
置
を
調
整
す
る

上寄せ 

下寄せ 

住所の印刷位置を調整する
住所は最大4行で印刷されます。各行の上下位置を調整することができます。

重 要 この設定は、宛名面の宛名と差出人の住所に反映されます。文面の差出人にも反映されます。

で「住所位置の設定」を選
び、 を押します。

で設定する行を選び、 でそ
れぞれ「下（右）寄せ」または「上（左）寄せ」を
選びます。

重 要 「文字の大きさ」および「行の位置」は、印刷する内容に合わせて自動的に調整されます。

を押します。
設定が完了し、宛名表示または印刷設定の画面

に戻ります。
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宛
名
面
を
印
刷
す
る

宛
名
の
一
覧
を
印
刷
す
る
（
住
所
録
印
刷
）

で印刷の種類を選び、
を押します。

ここでは「すべての宛名を印刷」を選んだ場合の

操作方法を説明します。

「1人ずつ選択して印刷」「マークごと印刷」での操

作方法については、宛名印刷での指定方法を

参考にしてください。

「1人ずつ指定して印刷する」 93ページの 7
以降の操作

「マークを指定して印刷する」 95ページの 7
以降の操作

2

3

1 6

4

5
7

8

宛名の一覧を印刷する（住所録印刷）
登録した宛名の一覧を印刷することができます。
宛名の登録で、「電話番号」を入力した場合は、電話番号も印刷されます。
印刷方法には次の3種類があります。
• すべての宛名を印刷 登録したすべての宛名を印刷します。
• 1人ずつ選択して印刷 1人ずつ選んで印刷します。
• マークごと印刷 マークごとに印刷します。

を押します。

ではがき宛名メニューから「宛名」
を選び、 を押します。

で宛名を印刷するファイ
ルを選び、 を押します。

を押します。

で「住所録を印刷」を選び、
を押します。

印刷設定の画面が表示されるので、
で設定する項目を選び、 で内容を
指定します。
102ページ

すべての設定が終わったら、 を押
します。
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用紙をセットし、排紙トレイを引き出して
から を押します。
「用紙のセットのしかた」　 22ページ

印刷が始まります。

印刷が終わると、宛名の一覧表示に戻ります。

印刷が終わったら、排紙トレイをカチッと
音がするまで戻してください。

9

10

●印刷設定画面の設定項目（住所録印刷）

設定項目

用紙

フォント

部数

濃度

設定内容

はがきサイズ固定になります。

ゴシック体固定になります。

印刷部数を指定します。最大で「99部」まで指定できます。

印刷の濃さを指定します。まずは「3（標準）」で印刷結果を確認して、必要に応じて調整
してください。
「1（薄く印刷）」～「5（濃く印刷）」宛

名
の
一
覧
を
印
刷
す
る
（
住
所
録
印
刷
）



第5章

文面の作成と印刷
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文
面
の
作
成
と
印
刷

文面作成の方法について
文面の作りかたには、「カンタン作成」と「組み合わせ作成」の2つがあります。

•カンタン作成： 本機にあらかじめ登録されているデザインを選ぶだけで、簡単に文面を作れま
す。付属のデザインカタログを見て、お好きなデザインのデザイン番号を選んで
ください。写真や差出人が入れられるデザインもあります。また、和暦と西暦の
切り換え、年号の編集などもできます。

•組み合わせ作成：見出し、イラスト、テキスト（文章）、写真、差出人などのパーツを選びながら文
面を作れます。

写真入りデザインイラスト入りデザイン

文
面
作
成
の
方
法
に
つ
い
て
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あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
か
ら
文
面
を
作
る
（
カ
ン
タ
ン
作
成
）

あらかじめ登録されているデザインから文面を作る（カンタン作成）
本機にあらかじめ登録されているデザインを選んで、簡単に文面を作る方法を説明します。

作業の流れ（カンタン作成）

デザインカタログからデザインを選ぶ

▼ 付属の「デザインカタログ」から好きなデザイン番号を選び、文面を作成します。

●イラスト入りのデザイン番号を選ぶ（ 106ページ）

●写真入りのデザイン番号を選ぶ（ 107ページ）

●差出人可のデザイン番号を選ぶ（ 108ページ）

●差出人の設定（ 108ページ）

●写真を取り込む（ 112ページ）

文面を印刷する （ 113ページ）

印刷する枚数、はがきの紙質、印字のタイプなど、印刷の条件を設定し、文面を印
刷します。



106

文
面
の
作
成
と
印
刷

最後の設定画面で を押します。
カンタン作成の完成画面が表示されます。

表示される情報については、下のコラム欄を参

照してください。

・完成した文面を印刷する場合

　「文面を印刷する」 113ページ

を押します。
選んだデザイン種類によって、必要な設定
画面が表示されます。
各設定画面については、以下のページを参照し

てください。

・差出人を入れるデザインを選んだ場合

　「差出人を変更する」 109ページ

・年を表示できるデザインを選んだ場合

　「和暦と西暦を切り換える」 110ページ

・年月の設定ができるデザインを選んだ場合

　「年月の設定」 110ページ
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イラスト入りのデザイン番号を選ぶ
あらかじめ登録されている184種類のデザインからイラスト入りのデザインの番号を入力して選んで
ください。デザインと番号については、付属の「デザインカタログ」をご覧ください。

でデザイン番号を指定します。
デザイン番号は、数字キーで直接数字を入力し

て指定することもできます。

カンタン作成完成画面に表示される情報について

①選択したデザインのイラストを表示します。
②デザイン番号を表示します。
③デザインの種類（年賀／暑中残暑／結婚／出産／引越／喪中）を表示します。
④干支の年賀のデザインのときだけ、干支の種類を表示します。

4

3

5

①

②

③④

を押します。

はがき文面メニューが表示されます。
1

で「カンタン作成」を選び、
を押します。

デザイン番号入力画面が表示されます。

2
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を押します。
カンタン作成の完成画面が表示されます。

この画面で、 を押すと、文面に印刷される

年月（平成二十二年　元旦など）を編集すること

ができます。

「機能メニューから年月を編集する」

111ページ

を押します。
年月の設定画面が表示されます。

設定画面は西暦で表示されます。

でデザイン番号を指定します。
016～020が写真入りのデザインなので、この

中から選んでください。デザイン番号は、数字

キーで直接数字を入力して指定することもでき

ます。

を押します。

はがき文面メニューが表示されます。

あ
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写真入りのデザイン番号016～020を選ぶ
写真入り文面を作成するには、184種類のデザインのうち、デザイン番号016～020を選んでくだ
さい。

重 要 ・取り込んだ写真データは、デザイン番号を
変更したり、カンタン作成を終了すると削
除されます。

・完成した文面を印刷する場合
「文面を印刷する」 113ページ

・写真の周辺部分に印刷されない部分があり

ます。はがきに印刷するときには、必ず別の

紙で試し印刷をしてから印刷してください。

1

3

4

6

デジタルカメラから写真を取り込みます
（112ページ）。

7

で「カンタン作成」を選び、
を押します。

デザイン番号入力画面が表示されます。

2

で印刷する年を指定します。
数字キーで直接数字を入力して指定することも

できます。

5
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ではがき文面メニューから「カン

タン作成」を選び、 を押します。

内容を確認したら を押します。
選んだデザインの種類によって、必要な設定画

面が表示されます。

各設定画面については、以下のページを参照し

てください。

・年を表示できるデザインを選んだ場合

　「和暦と西暦を切り換える」 110ページ

・年月の設定ができるデザインを選んだ場合

「年月の設定」 110ページ

でデザイン番号を指定します。
デザイン番号は、数字キーで直接数字を入力し

て指定することもできます。

を押します。

で差出人を選び、
を押します。

選んだ差出人の内容が表示されます。

「－登録なし－」は選ぶことはできません。

差出人を入れない場合は で「☆

差出人を入れない」を選びます。

最後の設定画面で を押します。
カンタン作成の完成画面が表示されます。

あ
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差出人入りのデザイン番号を選ぶ
文面に差出人を入れることができるデザインには、「デザインカタログ」のデザインに「差出人可」の
マークが付いています。
差出人可のデザインを選んで文面を作成するには、あらかじめ差出人を登録しておいてください。
「差出人を登録する」 77ページ

1

2

3

5

6

4

・完成した文面を印刷する場合

　「文面を印刷する」 113ページ
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カンタン作成の完成画面で を押しま
す。

内容を確認したら を押します。
文字設定画面が表示されます。

で「差出人の選択」を選び、
を押します。

で差出人を選び、
を押します。
選んだ差出人の内容が表示されます。

「－登録なし－」は選ぶことはできません。

差出人を入れない場合は で「☆

差出人を入れない」を選びます。

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

設定が終わったら を押します。
カンタン作成の完成画面に戻ります。

重 要 毛筆流麗体で印刷すると、他の書体よりも文
字が小さく印刷されます。差出人を毛筆流
麗体で印刷すると、他の書体で印刷したとき
に比べて読みにくくなる場合があります。

あ
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●差出人を変更する
差出人入りのデザインのときは、差出人をあらかじめ登録済みの他の差出人に変更することができま
す。

●文字設定画面の設定項目

設定項目

フォント

文字色

設定内容

書体（フォント）を設定します（最初はデザインごとに決められた書体が表示されます）。
を押すたびに、ゴシック体→丸ゴシック体→明朝体→毛筆流麗体の順に切り換わり

ます。 を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字の色を設定します。
を押すたびに、黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

1

2

3

5
6
7

4
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カンタン作成の完成画面で を押しま
す。

で年月の項目を選び、 で数
値を設定します。
数字キーで直接数字を入力して指定することも

できます。

を押します。
カンタン作成の完成画面が表示されます。

編集した年月を確認したり、フォントや文字色

を変更したい場合は、111ページの「機能メ

ニューから年月を編集する」の操作をしてくださ

い。

カンタン作成で年月の編集ができるデザイ
ン番号を選びます。
編集画面が表示されます。

選んだデザインの年月の表示が和暦の場合で

も、編集画面は西暦で表示されます。

重 要 「月」の設定は、デザインの種類が「結婚」「出産」

「引越」「喪中」の場合のみ有効になります。

で和暦か西暦を選び、
を押します。
年の表示が切り換わり、完成画面に戻ります。

で「和暦／西暦の切換」を
選び、 を押します。
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和暦と西暦を切り換える
年賀状で干支が入るデザインのときは、和暦と西暦の切り換えができます。ここでは、機能メニュー
から操作する手順を説明します。
「新規作成」で年号が表示できるデザインを選んだときは、手順 2の編集画面が表示されますので、手
順 3から同じ操作をしてください。
重 要 一部、年号が西暦のみのデザインもあります。その場合には和暦への切り換えは行えません。

年月の設定
干支の入る年賀状以外のデザインのときは、自由に年月を編集できます。

●新規作成のときに年月を編集する

和暦/西暦の切り換えができないデザインの場合

は、「和暦/西暦の切換」が薄く表示され、選択で

きず、切り換えは行えません。

1

2

3

1 2

3
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カンタン作成の完成画面で を押しま
す。

を押します。
フォントと文字色を設定する画面が表示されま

す。

で「年月の編集」を選び、
を押します。

編集画面が表示されます。

編集内容は、デザインによって異なります。

年月の編集ができないデザインの場合は、「年月

の編集」が薄く表示され、選択できず、編集でき

ません。

で変更したい文字にカーソルを
合わせます。

文字を編集します。

で設定する内容を選びます。

設定が終わったら を押します。
カンタン作成の完成画面に戻ります。

で設定する項目を選びます。
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●機能メニューから年月を編集する

設定項目

フォント

文字色

設定内容

書体（フォント）を設定します（最初はデザインごとに決められた書体が表示されます）。
を押すたびに、明朝体→毛筆流麗体→ゴシック体→丸ゴシック体の順に切り換わり

ます。 を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字の色を設定します。
を押すたびに、黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

●年月の編集画面の設定項目

1

2

3

5

6

7

8

4
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デジタルカメラと本機を接続します。接続
にはデジタルカメラに付属のUSBケーブ
ルを使用します。
デジタルカメラの電源を切りUSBケーブ
ルを接続したあと（①）、USBケーブルの
もう一方のコネクターを本機のデジタル
カメラ接続用コネクターに接続し、デジタ
ルカメラの電源をＯＮします（②）。
接続すると、受信待機のメッセージが表示され

ます。

カンタン作成の完成画面で を押しま
す。

で「写真の設定」を選び、
を押します。
カメラ接続の確認メッセージが表示されます。

デジタルカメラ側の電源を切り、USBケー
ブルを外してください。
カンタン作成画面に戻ります。

デジタルカメラ側で、1枚だけ印刷する操作
をします。

重 要 デジタルカメラ側の操作は、ご使用のデジタ

ルカメラの取扱説明書をご参照ください。

写真データの取り込みが始まります。取り込みが

終わると、完了メッセージに続けて、デジタルカ

メラの電源OFFのメッセージが表示されます。

重 要 取り込んだ写真データはデザイン番号を変

更したり、カンタン作成を終了すると自動

的に削除されます。また、本体の電源を

OFFしたときも自動的に削除されます。
あ
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①

②

写真を取り込む
カンタン作成で写真入りのデザインを選ぶときと、組み合わせ作成で写真入りのフォーマットを使用
して文面を作成するときには、挿入する写真データを取り込む必要があります。
※文面に取り込んで、使用できる写真データは、横向き（横方向に長い）の写真です。

※文面に取り込める写真データは3M byte以下です。「扱える写真のデータ」 33ページ

重 要 文面で印刷できる写真の容量は3M byte以下です。3M byteを超える写真は、デジタルカメラ側でリサイズ（大き

さを変える）などを行うことにより、容量を3M byte以下にすると使用できるようになります。詳しくは、デジタルカ

メラの取扱説明書を参照してください。

ここでは、カンタン作成の場合に、PictBridge対応のデジタルカメラから写真データを取り込む方法
について説明します。

1

2

3

5

4
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カンタン作成の完成画面で、 を押しま
す。
印刷設定の画面が表示されます。

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

設定が終了したら を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

用紙をセットします。
ここでは、はがきの裏面に印刷するようにセッ

トしてください。

「用紙のセットのしかた」

22ページ

または を押します。
はがきの印刷が始まります。印刷が終了する

と、完成画面に戻ります。

重 要 印刷を中止するときは、 を押します。
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• カンタン作成の完成画面で、 、 を押すと、印刷確認画面が表示されます。

印刷確認について 90ページ

●印刷設定画面の設定項目

設定項目

印刷サイズ

部数

紙質

印字タイプ

設定内容

印刷する用紙サイズを設定します。
※文面の印刷では、はがきサイズ固定になります。

印刷する枚数を設定します。
設定可能部数：01～99印刷する枚数を設定します。
数字キーで直接枚数を設定することもできます。数字は必ず2桁で入力してください。

印刷する紙の種類を設定します。
フォト光沢紙：写真印刷用の紙に印刷するときに選びます。
インクジェット紙：インクジェット用の用紙に印刷するときに選びます。
普通紙：インクジェット紙やフォト光沢紙以外の普通の用紙に印刷するときに選びます。

印刷の速さと仕上がり（印字品質）を設定します。
普通：通常の仕上がりになります。
高精細：「普通」よりも印刷の時間がかかりますが、きれいに仕上がります。
高速：「普通」よりも仕上がりが劣りますが、印刷の時間は短くなります。

文面を印刷する（カンタン作成）
カンタン作成で作った文面を印刷する方法について説明します。

1
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文面を印刷する （ 126ページ）

印刷する枚数、はがきの紙質、印字のタイプなど、印刷の条件を設定し、文面を印
刷します。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

オリジナルの文面を作る（組み合わせ作成）
見出し、テキスト、イラスト、写真、差出人などを組み合わせたフォーマットで、オリジナルの文面
を作る方法を説明します。

作業の流れ（組み合わせ作成）
ここでは、オリジナルの文面を作って印刷するまでの作業の流れを紹介します。

フォーマットを選ぶ （ 116ページ）

▼ 見出し、テキスト、イラスト、写真、差出人などを組み合わせた22種類のフォー
マットからお好きなフォーマットを選んでください。

内容を設定する （ 117～124ページ）

▼ 見出し、テキスト、イラスト、写真、差出人などの内容を設定します。

●イラストの設定（ 117ページ）

●見出しの設定（ 118ページ）

●テキストの設定（ 121ページ）

●写真の設定（ 123ページ）

●差出人の設定（ 124ページ）
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組み合わせ作成のフォーマットの種類
組み合わせ作成では、合計で22種類のフォーマットが使用できます。目的に合わせてお好きなフォー
マットを選んでください。
以下にフォーマットの代表例を示します。

●縦置きのフォーマットの例

●横置きのフォーマットの例

• 見出し ：2タイプ（A、B）
• テキスト：3タイプ（A、B、C）
• イラスト：2タイプ（A、B）
• 写真 ：1タイプ（横）
※イラストやイラスト見出しは、それぞれのタイプに合ったデザインだけが表示されます。
　デザインカタログや画面に表示されるデザインを確認して選んでください。

見出しB

テキストC

テキストC

イラストB

写真横 

見
出
し
Ａ 

見
出
し
Ａ 

見
出
し
Ａ 

テキスト 
A

見
出
し
Ａ 

テキスト 
A

テキスト 
A イラストB

見
出
し
Ａ 

テキスト 
A

イラスト 
A

イラスト 
A

イラスト 
A 差出人 

写真横 
見出しB

テキストC

見出しB

テキストCイラストB
差出人 

写真横 

見出しB

写真横 

見出しB 見出しB

テキストC

見
出
し
Ａ 

見
出
し
Ａ 

見
出
し
Ａ 

テキスト 
A

テキスト 
A

イラスト 
A

イラスト 
A

イラスト 
A

テ
キ
ス
ト
Ｂ 

テ
キ
ス
ト
Ｂ 

差
出
人 

差
出
人 

差出人 
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でフォーマットを選びま
す。
差出人入りのフォーマットにカーソルを移動し

たときは、画面の右上に「差」と表示されます。

を押します。

ではがき文面メニューから「組合
せ作成」を選び、 を押します。
はがきの方向を選択する画面が表示されます。

で「縦置き」か「横置き」を選んで、
を押します。

フォーマット選択画面が表示されます。

を押します。
作成画面が表示されます。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

フォーマットを選ぶ
組み合わせ作成では、はじめにフォーマットを選びます。

1
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で作成画面の「イラストA」
（選んだフォーマットによっては「イラスト
B」）を選び、 を押します。
イラストの分類を選択する画面が表示されま

す。

でイラストを選び、
を押します。

作成画面に戻ります。

で分類を選び、
を押します。
選んだ分類のイラストが表示されます。

イラストAの「年賀状（干支）」を選んだ場合は干支

の分類が表示されます。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

イラストを選ぶ

重 要 イラストの内容については、付属の「デザインカタ

ログ」をご覧ください。

1

2

3



118

文
面
の
作
成
と
印
刷

で作成画面の「見出しA」
（選んだフォーマットによっては「見出し
Ｂ」）を選び、 を押します。

で「イラスト見出しA」（選
んだフォーマットによっては「イラスト見
出しB」）を選び、 を押します。
イラスト見出しの分類を選ぶ画面が表示されま

す。

で分類を選び、
を押します。
選んだ分類の見出しが表示されます。

でイラスト見出しを選び、
を押します。

作成画面に戻ります。

見出しを選ぶ
見出しを選ぶ方法を説明します。見出しには、イラスト見出しとテキスト見出しがあります。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

●イラスト見出しを選ぶ

重 要 • イラスト見出しの内容については、付属の「デザインカタログ」をご覧ください。

• イラストによっては、選択画面で、 年賀  や 結婚  などの説明用の表示が出るものがあります。これらの表示は印

刷されません。

イラスト見出し

テキスト見出し
フォント：明朝
文字体：太文字

1

2

3

4
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文
面
の
作
成
と
印
刷

で作成画面の「見出しA」
（選んだフォーマットによっては「見出し
B」）を選び、 を押します。

で「テキスト見出し：標準」
または「テキスト見出し：大」を選び、

を押します。
文字を入力する画面が表示されます。

「標準」「大」の違いについては120ページを参照

してください。

自由に文字を入力します。

「文字入力」

38ページ

テキスト見出しの入力が終わったら、
を押します。

文字設定画面が表示されます。

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

を押します。

作成画面に戻ります。

●テキスト見出しを選ぶ

※テキスト見出しは、行方向が自動的にセンタ

リングされます。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

●テキスト見出しの設定項目

設定項目

フォント

文字色

文字体

設定内容

書体（フォント）を設定します。
を押すたびに、ゴシック体→丸ゴシック体→明朝体→毛筆流麗体に切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字の色を設定します。
を押すたびに、黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字体を設定します。
を押すたびに、標準→白抜き→影付き→立体→太文字の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

※フォントが毛筆流麗体のときは、文字体の設定は無効になり、常に標準になります。

1
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文
面
の
作
成
と
印
刷

標準
（文字サイズ：24ポイント）

大
（文字サイズ：48ポイント）

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

フォーマット中の
領域名

見出しA

見出しB

印字方向

縦書き

横書き

文字標準

最大行数 最大文字数

4 8

3 8

文字大

最大行数 最大文字数

2 4

1 4

重 要 毛筆流麗体で印刷すると、他の書体よりも文字が小さく印刷されます。テキストを毛筆流麗体で印刷すると、他の

書体に比べて読みにくくなる場合があります。

テキスト見出しのタイプと入力できる文字数について

テキスト見出しとして入力できるタイプは次の2種類です。

テキスト見出し枠に入力できる行数と文字数は、選んだフォーマット中のテキスト領域と印字方向によっ
て次のようになります。
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文
面
の
作
成
と
印
刷

文章の入力が終わったら、 を押しま
す。
文字設定画面が表示されます。

で作成画面の「テキストA」
（選んだフォーマットによっては「テキスト
B」または「テキストC」）を選び、 を
押します。

でテキストのタイプを選
び、 を押します。
文章を入力する画面が表示されます。

「テキストのタイプ」については122ページを参

照してください。

自由に文章を入力します。

「文字入力」

38ページ

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

を押します。

作成画面に戻ります。

文章を入れる
テキスト（文章）を文面に入れる方法を説明します。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

●テキストの設定項目

設定項目

フォント

文字色

文字体

設定内容

書体（フォント）を設定します。
を押すたびに、ゴシック体→丸ゴシック体→明朝体→毛筆流麗体に切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字の色を設定します。
を押すたびに、黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字体を設定します。
を押すたびに、標準→白抜き→影付き→立体→太文字の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

※フォントが毛筆流麗体のときは、文字体の設定は無効になり、常に標準になります。

※テキストは、行方向が自動的にセンタリング

されます。
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文
面
の
作
成
と
印
刷

縦書き：文字標準
（文字サイズ：
12ポイント）

縦書き：文字小※1

（文字サイズ：
10ポイント）

横書き：文字標準
（文字サイズ：
12ポイント）

横書き：文字小※1

（文字サイズ：
10ポイント）

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

フォーマット中の
領域名

テキストA

テキストA

テキストB

テキストC

印字方向

縦書き

横書き

縦書き

横書き

文字小

最大行数 最大文字数

11 16

13 14

5 26

5 26

文字標準

最大行数 最大文字数

9 14

11 12

4 22

4 22

※テキストBは縦書きのみ、テキストCは横書きのみ

重 要 毛筆流麗体で印刷すると、他の書体よりも文字が小さく印刷されます。テキストを毛筆流麗体で印刷すると、他の書体

に比べて読みにくくなる場合があります。

テキストのタイプと入力できる文字数について

テキストとして入力できるタイプは次の4種類です。

※1　桁方向の文字位置は、空白を入力することで調整しています。

テキスト枠に入力できる行数と文字数は、選んだフォーマット中のテキスト領域と印字方向によって次の
ようになります。
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文
面
の
作
成
と
印
刷

で作成画面の「写真」を選
び、 を押します。
カメラ接続の確認画面が表示されます

デジタルカメラと本機を接続します。接続
にはデジタルカメラに付属のUSBケーブ
ルを使用します。
デジタルカメラの電源を切り、USBケーブ
ルを接続したあと（①）、USBケーブルのも
う一方のコネクターを本機のデジタルカメ
ラ接続用コネクターに接続し、デジタルカ
メラの電源をＯＮします（②）。
接続すると、受信待機のメッセージが表示され

ます。

デジタルカメラ側の電源を切り、USBケー
ブルを外してください。
組み合わせ作成の画面に戻ります。

デジタルカメラ側で、1枚だけ印刷する操作
をします。

重 要 デジタルカメラ側の操作は、ご使用のデジタ

ルカメラの取扱説明書をご参照ください。

写真データの取り込みが始まります。取り込みが

終わると、完了メッセージに続けて、デジタルカ

メラの電源OFFのメッセージが表示されます。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

写真入りのはがきを作成する（組み合わせ作成）
組み合わせ作成で写真入りのフォーマットを使用して文面を作成するときには、フォーマット選択
後、写真データを取り込む必要があります。
※文面に取り込んで、使用できる写真データは、横向き（横方向に長い）の写真です。

※文面に取り込める写真データは3Mbyte以下です。「扱える写真のデータ」 33ページ

①

②

重 要 取り込んだ写真データは、作成中の文面の

フォーマットを変更したり、組み合わせ作成

を終了すると自動的に削除されます。また、

本体の電源をOFFしたときも自動的に削除

されます。

1
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文
面
の
作
成
と
印
刷

内容を確認したら を押します。
文字設定画面が表示されます。

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

設定が終わったら を押します。
作成画面に戻ります。

重 要 毛筆流麗体で印刷すると、他の書体よりも

文字が小さく印刷されます。差出人を毛筆

流麗体で印刷すると、他の書体に比べて読

みにくくなる場合があります。

で作成画面の「差出人」を選
び、 を押します。

で差出人を選びます。
差出人の分類表示が、すべて「－登録なし－」に

なっているときは、差出人が1人も登録されてい

ません。新規に登録してから、差出人を選んで

ください。

「☆差出人を入れない」を選んで、 を

押すと差出人の設定をやめて、組み合わせ作成

の作成画面に戻ります。

を押します。
選んだ差出人の内容が表示されます。

で「差出人の選択」を選び、
を押します。
・「QRコードの設定」を選ぶと、差出人枠の中に

QRコードを印刷することができます。

「差出人情報をQRコードとして印刷する」

131ページ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

設定項目

フォント

文字色

設定内容

書体（フォント）を設定します。
を押すたびに、ゴシック体→丸ゴシック体→明朝体→毛筆流麗体の順に切り換わり

ます。 を押すと、逆の順序に切り換わります。

文字の色を設定します。
を押すたびに、黒→赤→緑→青→桃色→空色→灰色の順で切り換わります。
を押すと、逆の順序に切り換わります。

●文字設定画面の設定項目

差出人を選ぶ（組み合わせ作成）
ここでは、あらかじめ差出人が登録されているときの操作方法について説明します。差出人の登録に
ついては、77ページを参照してください。

1
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文
面
の
作
成
と
印
刷

●イラストを削除する

で作成画面の「イラストA」
（選んだフォーマットによっては「イラスト
Ｂ」）を選び、 を押します。

●見出しを削除する

で作成画面の「見出しA」
（選んだフォーマットによっては「見出し
B」）を選び、 を押します。

●差出人を削除する

で作成画面の「差出人」を
選び、 を押します。

●テキストを削除する

で作成画面の「テキストA」
（選んだフォーマットによっては「テキスト
B」または「テキストC」）を選び、
を押します。

で「イラストを削除する」を
選び、 を押します。
イラストが削除され、作成画面に戻ります。

で「差出人の選択」を選び、
を押します。

で「☆差出人を入れない」を
選び、 を押します。
デザインから差出人が削除され、作成画面に戻

ります。

なお、差出人の登録内容は保持されています。

で「テキストを削除する」を
選び、 を押します。
テキストが削除され、作成画面に戻ります。

で「見出し文を削除する」を
選び、 を押します。
見出しが削除され、作成画面に戻ります。 オ

リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）

選んだ内容を変更する
「現在のイラストを別のイラストに変更したい」など、現在の内容を別のものに変更したいときは、
117ページの操作で、もう一度選び直してください。
ただし、見出し（テキスト）やテキストは、前回と同じフォーマットを選ばないと消えてしまいます。

選んだ内容を削除する
組み合わせ作成の作成画面で、文面に選んだ見出し、イラスト、テキストを削除する方法について説
明します（ここでの削除とは、その項目を印刷しないようにするという意味です）。

1

2

1

2

1
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文
面
の
作
成
と
印
刷

文面を印刷する（組み合わせ作成）
オリジナルの文面を印刷する方法を説明します。

4

5

6

設定項目

用紙サイズ

部数

紙質

印字タイプ

設定内容

印刷する用紙サイズを設定します。
※ 文面の印刷では、「はがき」が表示されます。

印刷する枚数を設定します。
設定可能部数：01～99
数字キーで直接枚数を設定することもできます。数字は必ず2桁で入力してください。

印刷する紙の種類を設定します。
インクジェット紙：インクジェット用の用紙に印刷するときに選びます。
普通紙：インクジェット紙やフォト光沢紙以外の普通の用紙に印刷するときに選びます。
フォト光沢紙：写真印刷用の紙に印刷するときに選びます。

印刷の速さと仕上がり（印字品質）を設定します。
普通：通常の仕上がりになります。
高速：「普通」よりも仕上がりが劣りますが、印刷の時間は短くなります。
高精細：「普通」よりも印刷の時間がかかりますが、きれいに仕上がります。

●印刷設定画面の設定項目

組み合わせ作成の作成画面で を押しま
す。
印刷設定の画面が表示されます。

で設定する項目を選びます。

で設定する内容を選びます。

設定が終わったら を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

3

2
用紙をセットします。
ここでは、はがきの裏面に印刷するようにセッ

トしてください。

「用紙のセット」

22ページ

を押します。
はがきの印刷が始まります。印刷が終了する

と、作成画面に戻ります。

重 要 •印刷を中止するときは、 を押しま

す。

•はがきに印刷する前には、試し印刷をして

内容を確認してください。

1

• 組み合わせ作成の作成画面で、 、 を押すと、作成画面の印刷確認画面が表示されます。

印刷確認について 90ページ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
面
を
作
る
（
組
み
合
わ
せ
作
成
）
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文
面
の
作
成
と
印
刷で登録先のファイルを選

び、 を押します。
すでに登録済みの文面があるときは、ファイル

名の先頭に○が付きます。

文面が登録され、元の画面に戻ります。

・ USBメモリーに登録した場合は、外部メモ

リーをはずすメッセージが表示されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターから

USBメモリーをはずしてください。

元の画面に戻ります。

カンタン作成の完成画面、または組み合わ
せ作成の作成画面で、「登録」を選び、

を押します。 文
面
の
登
録
と
呼
び
出
し

文面の登録と呼び出し
完成した文面や作成途中の文面を、本体に3個・「USBメモリー」（市販のもの）に4個まで登録できます。
「USBメモリー」とは、本機のデジタルカメラ接続用コネクターと接続し、文面や住所録のデータを保存
できるものです。登録した文面は、あとから呼び出して、内容を修正したり印刷したりできます。

本体とUSBメモリーでは、登録時に次の内容が異なります。
･本体には、写真データは登録されない（同じ写真データをご使用になる場合は、写真データを
PictBridge対応のデジタルカメラから、再度、取り込む必要があります）。
重 要 ・USBメモリーは、USB2.0対応のものをご使用ください（USB1.1対応では、動作できない場合があ

ります）。
　　　・セキュリティ機能などの特殊機能付きのUSBメモリーは、ご使用できません。
　　　・マルチポートデバイスは、ご使用できません。
　　　・特殊形状のUSBメモリーは、使用できない場合があります（138ページ手順2のイラスト参照）。

文面を登録する
組み合わせ作成では、文面に何もデータがない場合は登録できません。
また、差出人・外字の内容は登録できません。

すでに文面が登録されているファイルを選んだ

場合は、新しい文面に書き換えるかどうか確認

するメッセージが表示されます。

外部メモリー選択時

本体選択時

1

2 で登録する場所を選び、
を押します。
USBメモリーに登録する場合は、「外部メモ

リー」を選んでください。外部メモリーを選ぶ

と、外部メモリーをセットするメッセージが表

示されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターにUSBメ

モリーをセットしてください。

ファイル選択の画面が表示されます。

3
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文
面
の
作
成
と
印
刷

で「外部メモリー」または「本体」を
選び、 を押します。
USBメモリーから呼び出す場合は、「外部メモ

リー」を選んでください。外部メモリーを選ぶ

と、外部メモリーをセットするメッセージが表

示されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターにUSBメ

モリーをセットしてください。

ファイル選択の画面が表示されます（登録済みの

ファイルには、ファイル名の先頭に○が付いてい

ます）。

を押します。

はがき文面メニューから「作成物呼出」を選
び、 を押します。

で呼び出すファイルを選
び を押します。
・ USBメモリーから呼び出した場合は、外部メ

モリーをはずすメッセージが表示されます。

　 本機のデジタルカメラ接続用コネクターから

USBメモリーをはずしてください。

・ 本体に登録した写真入りデザインの文面を呼

び出しても写真は表示されませんので、使い

たい写真データを入れなおしてください。

文
面
の
登
録
と
呼
び
出
し

• 差出人の内容は登録されていません。このため、文面を登録後、本体の差出人を変更した場合は、呼び
出し時に差出人の内容が変わります。

• 外字の内容は登録されません。文面呼び出し時は、外字の内容を確認することをおすすめします。

登録した文面を呼び出す

1

2

3

4
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で削除するファイルを選

び、 を押します。

で名称を変更したいファ
イルを選び、 を押します。

を押します。

ではがき文面メニューから「作成
物呼出」を選び、 を押します。

で「外部メモリー」または「本体」
を選び、 を押します。
USBメモリーから削除する場合は、「外部メモ

リー」を選んでください。外部メモリーを選ぶ

と、外部メモリーをセットするメッセージが表示

されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターにUSB

メモリーをセットしてください。

ファイル選択の画面が表示されます。

で「登録データの削除」を選び、
を押します。

で「はい」を選び、 を押
します。
登録した文面が削除され、ファイル名の選択画

面に戻ります。

・ USBメモリーから削除した場合は、 を

押すと外部メモリーをはずすメッセージが表

示されます。本機のデジタルカメラ接続用コ

ネクターからUSBメモリーをはずしてくださ

い。

を押します。

ではがき文面メニューから「作成
物呼出」を選び、 を押します。

で「外部メモリー」または「本体」を
選び、 を押します。
USBメモリー内のファイル名を変更する場合

は、「外部メモリー」を選んでください。外部メ

モリーを選ぶと、外部メモリーをセットする

メッセージが表示されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターにUSBメ

モリーをセットしてください。

ファイル選択の画面が表示されます。

で「ファイル名の修正」を選び、
を押します。

を何回か押して、現在のファイル名を
削除します。

新しいファイル名を入力して、 を
押します。

で「はい」を選び、 を押
します。
ファイル名の選択画面に戻ります。

・ USBメモリー内のファイル名を変更した場合

は、 を押すと外部メモリーをはずすメッ

セージが表示されます。

本機のデジタルカメラ接続用コネクターから

USBメモリーをはずしてください。

※ ファイル名自体は、本体に記憶され、USBメ

モリーには登録されません。

文
面
の
登
録
と
呼
び
出
し

登録した文面を削除する

ファイル名を変更する
本体またはUSBメモリーに登録した内容のファイル名を分かりやすい名前に変更することができます。

1

2

3

5

6

7

8

1
2

3
5

6

4

4
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を押します。

ではがき文面メニューから「差出
人」を選び、 を押します。
差出人表示になります。登録方法については、

「差出人を登録する」（77ページ）を参照してくだ

さい。

差
出
人
に
つ
い
て

差出人について
文面に入れる差出人は、宛名に印刷する差出人と共通で使用します。差出人の登録、修正、削除は宛
名メニューからでも文面メニューからでも行えます。ここでは、文面メニューからの登録手順を説明
します。差出人についての詳しい操作は、下記のページを参照してください。

「差出人を登録する」  77ページ
「差出人の登録内容を確認する」  81ページ
「差出人を複写する」  82ページ
「差出人を修正する」  83ページ
「差出人を削除する」  84ページ

差出人の登録

1

2
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出
人
に
つ
い
て

カンタン作成の場合は、完成画面から
を、組み合わせ作成の場合は、作成画面で
「差出人」を選んで、 を押します。

で「QRコードの設定」を選
び、 を押します。

で「印刷する」を選んで、
を押します。

差出人情報をQRコードとして印刷する
QRコードを文面の差出人部分に印刷することができます。
QRコードにできるのは、差出人の名前、電話番号、メールアドレスです。

･QRコードは、NTT docomo社の携帯電話の電話帳登録機能に対応した形式で作成されています。
  その他の通信事業社の携帯電話では、電話帳への登録ができないことがあります。
･QRコードの読み取りや登録については、お使いの携帯電話の取扱説明書などをご覧ください。

カンタン作成の場合

組み合わせ作成の場合

QRコード

1 2

3
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• QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
• 印刷したQRコードは、正確に読み取れるかどうかを確認してからご使用ください。
• 携帯電話に登録するときには、差出人のふりがなをご自分で入力してください。
• QRコードを印刷する場合には、「インクジェット紙」または「インクジェット写真用年賀葉書」の郵便は
がきをご利用ください。
インクジェット対応として市販されている私製はがきでも、インクがにじむ用紙があり、ＱRコードの
印刷に適さないものがあります。

●QRコードに登録可能な文字

• 名前
JISコード部分（JIS X0208）を登録します。
JIS外の漢字・外字・カシオオリジナル記号は登録できません。

• 電話番号
0～9までを登録します。
電話マークや（代）（直）などの記号は登録できません。

• メールアドレス
0～9/A～Z/a～z/ ! & ( ) , - _ . / : ? @を登録します。
空白は登録しません。

登録できない文字は無視され、後ろの文字が詰められます。

差
出
人
に
つ
い
て
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デジタルカメラで撮影した写真を印刷する
デジタルカメラで撮影した写真を本機から直接印刷することができます。ここでは、写真だけを印刷
する方法を説明します。はがきの文面に写真を入れて印刷するときは、107、123ページを参照してく
ださい。

デジタルカメラの写真を印刷するには、デジタルカメラがPictBridge（規格）に対応していることが必
要です。PictBridge対応のデジタルカメラと本機をUSBケーブルでつないで印刷を行います。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
印
刷
す
る

PictBridgeについて

PictBridgeとは、デジタルカメラとプリンターを直接接続して印刷するための通信規格です。
PictBridgeに対応した機器（デジタルカメラ機能を持つデジタルビデオカメラを含む）同士をUSB接続す
ることにより、パソコンを使わずに直接印刷することができます。

デジタルカメラ

USBケーブル

本機

重 要 本機とデジタルカメラの接続は、必ず、以下のいずれかの状態のときに行ってください。
　・トップメニュー画面表示中
　・はがき宛名メニュー画面表示中
　・はがき文面メニュー画面表示中
　・デジタル写真機能使用中
上記以外の状態（宛名の入力中など）に本機とデジタルカメラを接続すると、入力した内容がすべて
消去されてしまいます。上記以外の状態では、絶対に接続しないでください。
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デジタルカメラ側で印刷開始の操作をしま
す。

重 要 デジタルカメラ側の操作は、ご使用のデジタ

ルカメラの取扱説明書を参照してください。

印刷中のメッセージが表示されて、印刷が始ま

ります。印刷が終了すると、受信待機のメッ

セージが表示されます。

印刷できる設定の内容は「印刷設定項目」

136ページ

を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

印刷の操作

1

2

5

3

4

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
印
刷
す
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6印刷する用紙を本機にセットします。

「用紙のセットのしかた」

22ページ

を押します。
カメラ接続の確認メッセージが表示されます。

デジタルカメラと本機を接続します。接続
にはデジタルカメラに付属のUSBケーブ
ルを使用します。
デジタルカメラの電源を切り、USBケーブ
ルを接続したあと（①）、USBケーブルのも
う一方のコネクターを本機のデジタルカメ
ラ接続用コネクターに接続し、デジタルカ
メラの電源をONします（②）。

7 印刷が終わったら、デジタルカメラの電源
を切り、USBケーブルを外します。
トップメニュー画面に戻ります。

デジタルカメラ側で印刷する写真を選びま
す。

重 要 本機とデジタルカメラの接続は、必ず、以下のいずれかの状態のときに行ってください。
　・トップメニュー画面表示中
　・はがき宛名メニュー画面表示中
　・はがき文面メニュー画面表示中
　・デジタル写真機能使用中
上記以外の状態（宛名の入力中など）に本機とデジタルカメラを接続すると、入力した内容がすべて
消去されてしまいます。上記以外の状態では、絶対に接続しないでください。

接続されたあと、受信待機のメッセージが表示

されます。
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●印刷設定項目
設定項目

用紙サイズ

設定内容

印刷する用紙のサイズを自動的に検知します。
L判、はがき、A6から選びます。
「使用できる用紙」

22ページ

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
を
印
刷
す
る

PictBridgeに関する注意事項

●本機はパソコンに接続することはできません。

●USBケーブルは奥まで確実に差し込んでください。正しく接続されないと、正常に動作しません。

●印刷中はUSBケーブルを抜かないでください。

●デジタルカメラの電源はACアダプターをご使用になることをお勧めします。ACアダプターを使用
せずに、デジタルカメラの電池のみで接続する場合は、十分に充電された電池を使用してください。

●ご使用になるデジタルカメラによっては本機とデジタルカメラを接続する前に、デジタルカメラ側
をPictBridgeが動作するように設定する必要があります。また、本機とデジタルカメラを接続後、デ
ジタルカメラ側の操作が必要な場合もあります。操作手順の詳細は、ご使用になるデジタルカメラの
取扱説明書を参照してください。

●本機は、デジタルカメラ側からの以下の操作に対応しています。
・１枚毎の写真の印刷
・印刷枚数の指定
・全部の写真の印刷

●一度に複数枚を印刷する場合は、印刷する前に、必ずインクの残量が十分にあることを確認してから
印刷してください。インクの残量が十分にないと、印刷途中でインクがなくなることがあります。
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2

3

USBメモリーにバックアップデータが入っているときは

USBメモリーに、古いバックアップデータが入っているときは、確認のメッセージが表示されますので、
で「はい」または「いいえ」を選び、 を押してください。

はい：古いデータが削除されて、保存が始まります。
いいえ：保存をしないで、元の画面に戻ります。

データのバックアップを作成する
本体に登録した文面、住所録、差出人、外字、ユーザー辞書などのデータを、1つにまとめて「USB
メモリー」に保存できます。「USBメモリー」とは、本機のデジタルカメラ接続用コネクターと接続し、
文面や住所録のデータを保存できるものです。万一、データが消失したときは保存しておいたデータ
を呼び出して、保存したときと同じ状態に戻すこともできます。
なお、バックアップデータとして「約105KBのデータ」をUSBメモリーに保存します。
重 要 ・データのバックアップを作成するには市販のUSBメモリーが必要です。

・USBメモリーは、USB2.0対応のものをご使用ください（USB1.1対応では、動作できない場合があります）。
・セキュリティ機能などの特殊機能付きのUSBメモリーは、ご使用できません。
・マルチポートデバイスは、ご使用できません。
・特殊形状のUSBメモリーは、使用できない場合があります。

バックアップデータを保存する
バックアップデータをUSBメモリーに保存します。

で「バックアップを保存」を
選び、 を押します。

を押します。
保存が始まります。保存が終わると、外部メモ

リーをはずすメッセージが表示されます。

重 要 保存処理中は、絶対にUSBメモリーを引き

抜かないでください。

5

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
作
成
す
る

で「バックアップ」を選び、
を押します。

外部メモリーをセットするメッセージが表示さ
れます。本機のデジタルカメラ接続用コネク
ターにUSBメモリーをセットしてください。
バックアップのメニュー画面が表示されます。

を押します。

設定メニューが表示されます。
※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ
ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および
「はがき文面メニュー画面」で表示することがで
きます。

本機からUSBメモリーをはずします。
手順 1 の画面に戻ります。

4

1
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1

4

5

2

3

1

4

5

2

3

USBメモリーを廃棄／譲渡するときのご注意

本機の「バックアップを削除」機能では、USBメモリー内のファイル管理情報だけが変更され、データそ
のものは消去されないことがあります。
USBメモリー内の個人情報データはお客様の責任において管理してください。たとえば以下のような手
段をおすすめします。
・廃棄の際は、USBメモリー本体を物理的に破壊するか、パソコンを使って市販のデータ消去専用ソフト
などでUSBメモリー内のデータを完全に消去する。

・譲渡の際は、パソコンを使って市販のデータ消去専用ソフトなどでUSBメモリー内のデータを完全に消
去する。

を押します。

設定メニューが表示されます。
※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ
ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および
「はがき文面メニュー画面」で表示することが
できます。

を押します。
呼び出しが始まります。呼び出しが終わると、

外部メモリーをはずすメッセージが表示されま

す。

重 要 呼び出し処理中は、絶対にUSBメモリーを

引き抜かないでください。

を押します。
削除が始まります。削除が終わると、外部メモ

リーをはずすメッセージが表示されます。

重 要 処理中は、絶対にUSBメモリーを引き抜か

ないでください。

バックアップデータを呼び出す
USBメモリーに保存したバックアップデータを呼び出して、使うことができます。
なお、このとき、現在本機で作成しているデータはすべて消えてしまいます。一度消えてしまった
データは元には戻りません。ご注意ください。

を押します。

設定メニューが表示されます。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

バックアップデータを削除する
USBメモリーに保存したバックアップデータを削除できます。
なお、削除したデータは元には戻りません。ご注意ください。

で「バックアップ」を選び、
を押します。

外部メモリーをセットするメッセージが表示さ

れます。本機のデジタルカメラ接続用コネク

ターにUSBメモリーをセットしてください。

バックアップのメニュー画面が表示されます。

で「バックアップを呼出」を
選び、 を押します。

で「バックアップ」を選び、
を押します。

外部メモリーをセットするメッセージが表示さ

れます。本機のデジタルカメラ接続用コネク

ターにUSBメモリーをセットしてください。

バックアップのメニュー画面が表示されます。

で「バックアップを削除」を
選び、 を押します。

本機からUSBメモリーをはずします。
手順 1 の画面に戻ります。

本機からUSBメモリーをはずします。
手順 1 の画面に戻ります。

デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
作
成
す
る
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1

4

5

6

よ
く
使
う
語
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を
辞
書
に
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録
す
る
（
ユ
ー
ザ
ー
辞
書 : 

語
句
）

2

3

7

8

9

よく使う語句を辞書に登録する（ユーザー辞書：語句）
日常よく使う専門用語などを「よみ」とともに登録しておくと、「よみ」を入力するだけで変換できるよ
うになります。また、慣用句などを短い「よみ」で登録しておけば、文字が簡単に入力できて便利で
す。
なお、工場出荷時にあらかじめ人名や地域名などが登録されています。このデータは、必要に応じて
修正できます。

語句を登録する

で「ユーザー辞書」を選び、
を押します。

を押します。
設定メニューが表示されます。
※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

で「語句」を選び、 を押
します。
登録されている単語があるときは、一覧が表示

されます。

で「語句の追加」を選び、
を押します。

で「語」を選び、登録したい単語を入
れます。
ここでは、「秋葉原」と入力します。

を押します。

で「読」を選び、読みを入れます。

重 要 「読」を選ぶと、入力モードはひらがなになり

ます。読みに入力できる文字は、ひらがなだ

けです。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
登録完了のメッセージが表示されたあと、語句

の一覧に戻ります。追加した語句が一覧に表示

されます。

語句は最大100件まで登録できます。

語句と読みの入力が終わったら、
を押します。
登録を確認するメッセージが表示されます。
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登録した語句を修正する

7

1

8

よ
く
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）

140ページの手順 1 から 3 の操作をしま
す。
語句の一覧が表示されます。

で修正する語句を選び、 を
押します。
選んだ語句の登録内容が表示されます。

を押します。

で「語句の修正」を選び、
を押します。

で「語」を選び、語句を修正します。

で「読」を選び、読みを修正します。

重 要 「読」を選ぶと、入力モードはひらがなにな

ります。読みに入力できる文字は、ひらがな

だけです。

語句と読みの入力が終わったら、
を押します。
修正を確認するメッセージが表示されます。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
修正完了のメッセージが表示されたあと、語句

の一覧に戻ります。
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よ
く
使
う
語
句
を
辞
書
に
登
録
す
る
（
ユ
ー
ザ
ー
辞
書 : 

語
句
）

登録した語句を削除する

削除には、選んだ語句だけを削除するか、すべての語句を削除するかの2つの方法があります。

語句（ユーザー辞書）の登録件数を確認するには

ユーザー辞書を初期値（工場出荷時の状態）に戻す

重 要 ユーザー辞書を初期値に戻すと、ご購入後に登録や修正した語句の内容が変更されてしまいます。必要のないと

きは行わないでください。

1140ページの手順 1 から 4 の操作をします。
機能メニューが表示されます。

2 で「初期値に戻す」を選び、

を押します。

確認のメッセージが表示されます。

3 で「はい」を選び、 を押します。

ユーザー辞書の内容が初期値に戻り、語句の一覧
に戻ります。

1140ページの手順 1 から 3 の操作をします。
語句の一覧が表示されます。選んだ語句だけを削
除するときは2へ、すべての語句を削除するときは
3へ進みます。

2 で削除したい語句を選び、 を押

します。
選んだ語句の登録内容が表示されます。

3 を押します。

4 で「語句の削除」を選び、

を押します。

削除の方法を選ぶ画面が表示されます。

5 で「1件だけ削除」または「すべての語句

を削除」を選び、 を押します。

削除を確認するメッセージが表示されます。

「1件だけ削除」を選んだときは、選んだ語句が表示

されます。確認後、 を押してくださ

い。

6 で「はい」を選び、 を押します。

削除完了のメッセージが表示されたあと、語句の
一覧に戻ります。

1140ページの手順 1 から 4 の操作をします。
機能メニューが表示されます。

2 で「登録件数の確認」を選び、

を押します。

登録件数が表示されます。
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1

2

4

5

3

6

郵
便
番
号
と
住
所
を
辞
書
に
登
録
す
る
（
ユ
ー
ザ
ー
辞
書 : 

郵
便
番
号
）

7

9

8

郵便番号と住所を辞書に登録する（ユーザー辞書：郵便番号）
郵便番号辞書に登録されている郵便番号や住所の変更が必要なときは、その郵便番号と住所をユー
ザー辞書に登録しておくと、郵便番号を入力するだけで呼び出すことができます。

郵便番号を辞書に登録する

を押します。
設定メニューが表示されます。
※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

で「ユーザー辞書」を選び、
を押します。

で「郵便番号辞書」を選び、
を押します。

登録されている郵便番号があるときは、一覧が

表示されます。

を押します。

で「郵便番号の追加」を選
び、 を押します。

で「〒」を選び、登録したい郵便番号
を入れます。
ハイフンは省いて、7桁の数字だけ入力してくだ

さい。

で「住」を選び、登録したい住所を入
れます。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
登録完了のメッセージが表示されたあと、郵便

番号の一覧に戻ります。追加した郵便番号が一

覧に表示されます。

郵便番号は最大30件まで登録できます。

郵便番号と住所の入力が終わったら、
を押します。

登録を確認するメッセージが表示されます。
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郵
便
番
号
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を
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に
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録
す
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（
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書 : 

郵
便
番
号
）

登録した郵便番号や住所を修正する

1143ページの手順 1 から 3 の操作をします。
郵便番号の一覧が表示されます。選んだ郵便番号
だけを削除するときは2へ、すべての郵便番号を削
除するときは3へ進みます。

2 で削除したい郵便番号を選び、

を押します。
選んだ郵便番号の登録内容が表示されます。

3 を押します。

4 で「郵便番号の削除」を選び、

を押します。

削除の方法を選ぶ画面が表示されます。

5 で「1件だけ削除」または「すべての番号を

削除」を選び、 を押します。

「1件だけ削除」を選んだときは、選んだ郵便番号が

表示されます。確認後、 を押してくだ

さい。
削除を確認するメッセージが表示されます。

6 で「はい」を選び、 を押します。

削除完了のメッセージが表示されたあと、郵便番
号の一覧に戻ります。

郵便番号（ユーザー辞書）の登録件数を確認するには

1143ページの手順 1 から 4 の操作をします。
機能メニューが表示されます。

2 で「登録件数の確認」を選び、

を押します。

登録件数が表示されます。

1143ページの手順 1 から 3 の操作をします。
郵便番号の一覧が表示されます。

2 で修正したい郵便番号を選び、

を押します。
選んだ郵便番号の登録内容が表示されます。

3 を押します。

4 で「郵便番号の修正」を選び、

を押します。

5 で「〒」を選び、修正したい郵便番号を入力

します。

6 で「住」を選び、修正する住所を入れます。

7郵便番号と住所の入力が終わったら、 を

押します。
修正を確認するメッセージが表示されます。

8 で「はい」を選び、 を押します。

修正完了のメッセージが表示されたあと、郵便番
号の一覧に戻ります。

登録した郵便番号を削除する

削除には、選んだ郵便番号だけを削除するか、すべての郵便番号を削除するかの2つの方法があります。
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1 2

文
字
の
入
力
方
法
（
入
力
モ
ー
ド
）
を
切
り
替
え
る

3

文字の入力方法（入力モード）を切り替える
文字入力には、ひらがなキーで入力する「かな入力」とアルファベットキーで入力する「ローマ字入力」
があります。ここでは、入力モードを切り替える方法を説明します。

を押します。

設定メニューが表示されます。

で「入力モード」を選び、

を押します。

で設定したい入力モードを選び、

を押します。
メニュー画面に戻ります。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。
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1

2

4

3

画
面
の
明
る
さ
を
調
節
す
る

画面の明るさを調節する
画面表示の明るさ（コントラスト）を変えることができます。

を押します。

設定メニューが表示されます。

で「表示」を選び、
を押します。

で明るさを調節します。

で薄く、 で濃くなります。

調節が終わったら、 を押します。
メニュー画面に戻ります。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。
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1

2

3

ブ
ザ
ー
音
を
鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

ブザー音を鳴らさないようにする
操作中にエラーが発生するとブザー音が鳴ります。お買い上げ時の設定は「ON（鳴らす）」になってい
ます。ここではブザー音を鳴らさないようにする方法を説明します。
ただし、プリンターエラーのブザー音は、設定の内容に関係なく、常に鳴ります。

を押します。

設定メニューが表示されます。

で「ブザー音」を選び、

を押します。

で「O F F（消す）」を選び、

を押します。
メニュー画面に戻ります。

鳴らすように戻したいときは、「ON（鳴らす）」を

選んでください。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。
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1

2

3

4

5

6

1

4

5

2

3

6

プリンターのメンテナンスをする
プリンターを調整する
「新しいプリントカートリッジを取り付けたとき」や「印刷結果の色がズレているとき」などに、印刷が
正しくできるように調整します。

を押します。

設定メニューが表示されます。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

で「プリンター保守」を選

び、 を押します。

で「プリンター調整」を選び、

を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終

わった場合には、不要になった郵便はがきなど

無地の用紙をお使いください。

を押します。
印刷が始まります。

・プリントカートリッジ交換後など、印刷開始

まで2～3分かかる場合があります。

印刷結果を確認してください。
緑色の「v」が印刷されていれば調整が正しく行わ

れています。

赤色の「×」が印刷されているときは、もう一

度、プリンターの調整を行ってください。再

度、「×」が印刷された場合は、プリントカート

リッジを交換してください。

プリントカートリッジをクリーニングする
インクの量は十分残っているのにきれいに印刷されないとき、印刷をしない状態が長期間続いたあと
の「デジタルカメラの写真印刷」に白い線や縞模様が現れたときなどに行います。

を押します。

設定メニューが表示されます。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

で「プリンター保守」を選

び、 を押します。

で「クリーニング」を選び、
を押します。
クリーニング１の用紙セットのメッセージが表

示されます。

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終わっ

た場合には、不要になった郵便はがきなど無地の

用紙をお使いください。

印刷の結果を確認して、問題がないときは、

を押します。
メニュー画面に戻ります。

重 要 印刷の結果に問題があるときは、

を押すと、続けてクリーニング

2、クリーニング3のクリーニングができま

す。操作はクリーニング１と同じです。ク

リーニング3をしても印刷の結果に問題が

あるときは、またクリーニング1から繰り返

してクリーニングができます。

を押します。
印刷が始まります。印刷が終わるとクリーニン

グ1の終了画面が表示されます。

プ
リ
ン
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
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プ
リ
ン
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
／
イ
ン
ク
残
量
を
確
認
す
る

1

2

4

5

3

6

テスト印刷する
試しに印刷をして、印刷の結果を確認したいときに行います。

を押します。

設定メニューが表示されます。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。

で「プリンター保守」を選

び、 を押します。

で「テスト印刷」を選び、

を押します。
用紙セットのメッセージが表示されます。

プリンター調整用の用紙をセットします。
同梱のプリンター調整用用紙をすでに使い終

わった場合には、不要になった郵便はがきなど

無地の用紙をお使いください。

印刷の結果を確認します。

を押します。
印刷が始まります。印刷が終わるとメニュー画

面に戻ります。

確認が終わったら、 を押します。
メニュー画面に戻ります。

・他のプリン写ルやプリンターで使用したプリ

　ントカートリッジをセットした場合、インク

　残量は正しく表示されません。

・インク残量の確認は、インクの使用量をカウ

　ント（計算）してインク残量を表示する機能で

　す。プリン トカートリッジによっては、実際

　のインク残量と、若干、差が出る場合があり

　ます。

を押します。

設定メニューが表示されます。
1 2

3

インク残量を確認する
インクの残量を画面で確認することができます。

で「インク残量」を選び、

を押します。
インク残量がグラフで表示されます。

※設定メニュー画面は、電源ON後の「トップメ

ニュー画面」「はがき宛名メニュー画面」および

「はがき文面メニュー画面」で表示することが

できます。
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な
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が
出
て
き
た
ら

メッセージ 参照ページ対　処　方　法

メモリーアクセスエラー
外部メモリーの内容が読めません
きちんとセットされているか確認してください

用紙エラー
用紙がつまっています
取り除いてから、［実行］キーを入力してください

インク消耗
インクがなくなりました　カートリッジを交換してください

はい　　いいえ

　　プリンターエラー
ACアダプターのプラグをコンセントから抜いてください

メモリー異常
メモリー内のデータが壊れました
住所録以外の全てのデータを削除します
よろしいですか？

はい　　いいえ

メモリーリセット
全てのデータが削除され、なくなります。
消えたデータは元には戻りません

はい　　いいえ

を押したあと、USBメモリーを正しくセットし

てください。

詰まっている用紙を取り除いたあと、 を押

してください。

「はい」を選んで を押したあと、新しいプリ

ントカートリッジに交換してください。
お手元に新しいプリントカートリッジがない場合は「い

いえ」を選んで を押してください。ただ

し、この状態のまま印刷を行っても、正しく印刷でき
ない場合があります。早めに新しいプリントカート
リッジに交換することをおすすめします。

ACアダプターのプラグをコンセントから抜いてくださ
い。
約10秒後に、ACアダプターのプラグをコンセントに差
し直して、電源を入れてください。
用紙がプリンター内に残っている場合は、用紙が自動的
に排出されます。
上記の対処を行っても、メッセージが表示される場合
は、お買い上げの販売店または取扱説明書などに記載の
カシオテクノ修理相談窓口にお問い合わせください。

「はい」を選んで を押してください。

「いいえ」を選ぶと、電源をONするたびに、同じメッ
セージが表示されます。

リセットを行うときは、「はい」を選んで を

押してください。
リセットを中止するときは、「いいえ」を選んで

を押してください。

138

156

21

17
18
19

187

－

157

こんな画面が出てきたら
操作中にいろいろなメッセージが表示されることがあります。表示されたメッセージに従って、
などを押して対処してください。ここでは、対処方法が複数あるメッセージなどのみ記載していま
す。
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を押しても何も表示されない…

◎表示画面の明るさは適切ですか？
→コントラストを調整してください（147ページ参照）。

◎ACアダプターはきちんと接続されていますか？
→ACアダプターのプラグを、コンセントへしっかりと差し込んでください。

はがきが挿入口に入らない…

◎用紙ガイドが用紙のサイズに合っていますか？
→挿入口のガイドをスライドさせて用紙のサイズに合わせてください（23ページ参照）。

印刷時に用紙が送られない…

◎用紙はセットされていますか？
→用紙を奥まで確実にセットしてください（23ページ参照）。

◎正しい種類の用紙が使われていますか？
→印刷に適した用紙を使用してください（22ページ参照）。

◎セットされている用紙が多すぎませんか？
→セットできる枚数は、郵便はがきの厚さの場合で20枚までです。
◎給紙トレイを開いた位置がずれていませんか？
→用紙を取り除いて、一度、給紙トレイを閉じてから、再度、給紙トレイを開いて用紙をセットしてく
ださい。

何も印刷されない…

◎プリントカートリッジは正しくセットされていますか？
→プリントカートリッジを正しくセットしてください（20ページ参照）。

きれいに印刷されない…

◎特殊な紙でつくられた用紙を使用していませんか？
→「一般の郵便はがきにくらべて、表面が極端にザラザラしたもの」や「凹凸の激しい用紙」は使えません
のでご注意ください。

◎印刷設定（用紙サイズ、紙質、印字タイプなど）は適正ですか？
→印刷設定を正しく設定してください（92、102、113、126、136ページ参照）。

◎用紙挿入口ゴムローラー部にゴミや異物が付着していませんか？
→用紙挿入口ゴムローラー部に付着しているゴミや異物を市販のセロハンテープなどで取り除いてください。

◎インクがなくなっていませんか？
→新しいプリントカートリッジと交換してください（21ページ参照）。

◎プリントカートリッジは正しくセットされていますか？
→プリントカートリッジを正しくセットしてください（20ページ参照）。

◎プリントカートリッジが目詰まりしていませんか？
→プリントカートリッジをクリーニングしてください（158ページ参照）。

◎プリンターの調整は適正ですか？
→プリンターの調整を行ってください（149ページ参照）。

◎プリントカートリッジを高温の状況で長期間保管しませんでしたか？
→「テスト印刷」で、数枚の印刷を行って、改善されるか確認してください（150ページ参照）。

「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
と
き
は

「故障かな？」と思ったときは
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◎プリントカートリッジの使用期限が過ぎていませんか？
→プリントカートリッジの使用期限を確認して、期限が過ぎているときは、新しいプリントカートリッ
ジと交換してください（21ページ参照）。

※上記の対応を行ってもきれいに印刷されない場合は、お買い上げの販売店またはカシオテクノ修理相
談窓口に修理をご依頼ください。

プリントカートリッジをセットしても「カートリッジエラー」のメッセージが表示される

◎プリントカートリッジが奥まで正しくセットされていますか？
→「カチッ」と音がするまで正しくセットしてください（20ページ参照）。

◎プリントカートリッジの金属部に貼り付けられている保護テープをはがしましたか？
→保護テープをはがしてセットしてください（20ページ参照）。

◎プリントカートリッジ金属端子部または本機のカートリッジ挿入部が汚れていたり、ゴミや異物が付
着していませんか？

→「お手入れの方法（158ページ）」を参考にして、クリーニングしてください。

◎指定以外のプリントカートリッジを使用していませんか？
→指定のプリントカートリッジHP136、HP135、HP134を使用してください。

◎プリントカートリッジが破損していませんか？
→新しいプリントカートリッジと交換してください。

◎プリントカートリッジの使用期限が過ぎていませんか？
→プリントカートリッジの使用期限を確認して、期限が過ぎているときは、新しいプリントカートリッ
ジと交換してください（21ページ参照）。

郵便番号の記入枠の中に印刷される郵便番号の位置がずれている（宛名印刷時）…

◎用紙が正しくセットされていますか？
→用紙を正しくセットしてください（25ページ参照）。

◎印刷位置の調整をしましたか？
→印刷の上下左右位置を調整してみてください（98ページ参照）。

◎はがきの種類を正しく設定しましたか？
→「年賀はがき」「普通はがき」など、はがきによって差出人の郵便番号位置が異なるため、印刷したいは
がきに合わせて設定を変えてください（92ページ）。

宛先の住所が希望通りの位置に印刷できない（宛名印刷時）…

◎上下位置の調整をしましたか？
→1行ごとに「上（左）寄せ」「下（右）寄せ」の指定をしてみてください（100ページ参照）。

差出人の住所や氏名を文面に印刷したいができない（文面印刷時）…

◎正しいデザインやフォーマットを選びましたか？
→カンタン作成時…「差出人可」のデザインを選んでください（108ページ参照）。
　組み合わせ作成時…差出人付きのフォーマットを選んでください（116ページ参照）。

「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
と
き
は
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印刷できる用紙が分からない…

●印刷に適しているもの
「使用できる用紙」（22ページ）の説明をご覧ください。
●印刷に適さないもの（できないもの）

•封筒
•往復はがき
•表面が凸凹やザラザラのもの
•フォト光沢紙以外で表面がツルツルのもの
•折れ曲がったり、反りの激しいもの
•一般の郵便はがきにくらべて、極端に厚い紙や薄い紙、腰の強い用紙
•樹脂シートなどのインクを吸収しないもの
•不定形に切断したコピー用紙・カレンダーなど指定以外の用紙

一度に印刷できる枚数が分からない…

本機の用紙挿入口に一度にセットできるのは、郵便はがきの厚さの場合で「20枚まで」です。
なお、印刷枚数については「99枚」まで設定できます。上記の枚数以上設定した場合は、
何回かに分けて、印刷を行ってください。
※用紙どうしが静電気などの影響で貼り付きやすい場合は、１枚ずつ印刷してください。
※「インクジェット写真用年賀葉書」は、1枚ずつセットしてください。
※フォト光沢はがきは、印刷時に、用紙どうしが貼り付きやすい場合、1枚ずつセットしてください。

1個のプリントカートリッジで印刷できる枚数が分からない…

→本機に付属のプリントカートリッジで印刷できる枚数の目安は、下記の通りです（詳細は181ページ参
照）。
•はがき印刷：約200枚
•標準写真：約100枚

印刷する内容によって、印刷できる枚数は異なります。

用紙が詰まった…

→詰まっている用紙を手前側に引っ張って取り除いた後、 を押します。
（詳細は156ページ参照）

◎給紙トレイを開いた位置がずれていませんか？
→詰まっている用紙を上記の操作で取り除いた後、一度、給紙トレイを完全に閉じてから、再度、給紙
トレイを開いて用紙をセットしてください。
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用紙が詰まったときは
●用紙排出口から用紙が見えている
詰まっている用紙を、ゆっくりと手前に引っ張って取り除きます。

●用紙排出口から用紙が見えていない場合
詰まっている用紙を、用紙挿入口から上側にゆっくりと引っ張って取り除きます。

●詰まった用紙が取り出しにくい場合
給紙トレイを矢印方向に押してトレイを開き、詰まっている用紙を取り除いてください。再度印刷す
る場合は、給紙トレイを元の位置まで戻してください。

■給紙トレイが外れてしまったら

給紙トレイが外れてしまったときは、図のツメの部分を軸に入れて再セットしてください。
給紙トレイを無理な方向に曲げたりねじったりすると、ツメや軸が破損する恐れがあります。

ツメ 軸 
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セ
ッ
ト
（
初
期
化
）
す
る
と
き
は

リセット（初期化）するときは
静電気の影響などにより、本機の動きがおかしくなったり、操作を受け付けなくなったりしたとき
は、リセット（初期化）を行ってください。
重 要 リセット（初期化）を行うと、ご購入後に登録したデータがすべて消えたり、設定がお買い上げ時のものに戻ってしま

います。必要のないときは、絶対に行わないでください。

3

2

電源が切れている状態で をいっ

しょに押しながら、 を押します。

リセット確認画面が表示されるまで、

は離さないでください。

入力モードを選んで、 を押しま
す。

リセットが完了し、メニュー画面が表示されま

す。

で「はい」を選び、 を押しま
す。
「いいえ」を選ぶと、リセットせずにメニュー画

面に戻ります。

リセット確認画面が表示されたら、 を先に

離します。

※もし、リセット確認画面が消えてしまった場

合は、 を押して、一度、電源を切ってか

ら、再度、手順1の操作をしてください。
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お手入れの方法
プリンター・プリントカートリッジのクリーニング
プリントカートリッジやプリンターの端子部が汚れていると、きれいに印刷できません。この場合
は、次の手順に従って、きれいにしてください。

準備するもの
ミネラルウォーター　ガーゼ　綿棒　はさみ

ご注意
• このクリーニングは、「台所のステンレス流し台」のような「静電気が発生せず、なおかつ静電気が逃
げる場所」で、「インクがこぼれても支障のない状態」で行ってください。

• プリントカートリッジのノズルや電極部分に直接手を触れないようにご注意ください。
• 各金属端子部の清掃にはミネラルウォーターをご使用になることをお勧めします。
水道水は、塩素などを含んでいるために腐食などを起こしやすいので注意してください。

クリーニングの準備
• 本機の電源を切り、ACアダプターを抜いてく

ださい。

• 各金属端子部を拭くためのガーゼを用意しま

す。

①約10ｃｍ四方の大きさに切ったガーゼを2

～4枚用意します。

②用意したガーゼのうちの2枚を重ねて、ミネ

ラルウォーターを含ませて軽く絞ります。

③綿棒に巻きつけます。

プリントカートリッジ金属端子部のクリー
ニング
①プリントカートリッジ収納部カバーを開け

て、プリントカートリッジを取り出します。

②金属端子部の保護テープがはがされているこ

とを確認します。

③図A・図Bのように、金属端子部を「ミネラル

ウォーターを含ませて綿棒に巻きつけたガー

ゼ」で、矢印方向に拭いてください。

④インクがつかなくなったら、金属端子部を乾

いたガーゼで拭いて完全に乾燥させてくださ

い。

1

2

金属端子部 

図A

図B
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3 プリンター金属端子部のクリーニング
①図C・図Dのように、プリントカートリッジ収

納部内の金属端子部を「ミネラルウォーターを

含ませて綿棒に巻きつけたガーゼ」で拭いてく

ださい。

金属端子部付近には、金属製部品がありま

す。手を切らないようにご注意ください。

②インクがつかなくなったら、金属端子部を乾

いたガーゼで拭いて完全に乾燥させてくださ

い。

4 印刷状態の確認
①ACアダプターを接続して、電源キーを押して

電源を入れます。

②プリントカートリッジをセットして、印刷が

正常にできるか確認してください。

金属端子部 

金属製部品 

本体のクリーニング
本機のプリンターは、インクジェット方式です。印刷していると、プリントカートリッジ収納部周辺
や本体にインクが付着する場合があります。この場合は、水を浸して固く絞ったガーゼなどで拭き
取ってください。
本体を傷つけるので、ベンジンやアルコールなど揮発性のものは使用しないでください。

図C

お
手
入
れ
の
方
法

図D
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本体の保管方法
本機を長期間使用しないときは、プリントカートリッジ収納部カバーをしっかりと閉めて、直射日光
のあたらない場所で、高温多湿を避けて、保管・管理してください。
※プリントカートリッジは、本機に入れたまま保管してください。プリントカートリッジを単体のま
まで長期間保管すると、インクノズル部分の目詰まりの原因となります。
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●記述・カッコ

●学術

●単位・略

●一般

記号一覧
記　号

記
号
一
覧
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記　号
●数字

●ギリシア・ロシア

記
号
一
覧

●入れにくい字
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記　号

記
号
一
覧

●JIS外の漢字
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ローマ字入力対応表
あ  行

か  行

が  行

さ  行

ざ  行

た  行

だ  行

な  行

は  行

ば  行

ぱ  行

ま  行

や  行

ら  行

あ　　　ア

A

か　　　カ

KA

CA

が　　　ガ

GA

さ　　　サ

SA

ざ　　　ザ

ZA

た　　　タ

TA

だ　　　ダ

DA

な　　　ナ

NA

は　　　ハ

HA

ば　　　バ

BA

ぱ　　　パ

PA

ま　　　マ

MA

や　　　ヤ

YA

ら　　　ラ

RA

LA

お　　　オ

O

こ　　　コ

KO

CO

ご　　　ゴ

GO

そ　　　ソ

SO

ぞ　　　ゾ

ZO

と　　　ト

TO

ど　　　ド

DO

の　　　ノ

NO

ほ　　　ホ

HO

ぼ　　　ボ

BO

ぽ　　　ポ

PO

も　　　モ

MO

よ　　　ヨ

YO

ろ　　　ロ

RO

LO

え　　　エ

E

け　　　ケ

KE

げ　　　ゲ

GE

せ　　　セ

SE

ぜ　　　ゼ

ZE

て　　　テ

TE

で　　　デ

DE

ね　　　ネ

NE

へ　　　ヘ

HE

べ　　　ベ

BE

ぺ　　　ペ

PE

め　　　メ

ME

いぇ　 　イェ

YE

れ　　　レ

RE

LE

う　　　ウ

U

く　　　ク

KU

CU

QU

ぐ　　　グ

GU

す　　　ス

SU

ず　　　ズ

ZU

つ　　　ツ

TU

TSU

づ 　　　ヅ

DU

ぬ　　　ヌ

NU

ふ　　　フ

HU

FU

ぶ　　　ブ

BU

ぷ　　　プ

PU

む　　　ム

MU

ゆ　　　ユ

YU

る　　　ル

RU

LU

い　　　イ

I

き　　　キ

KI

ぎ　　　ギ

GI

し　　　シ

SI

SHI

じ　　　ジ

ZI

JI

ち　　　チ

TI

CHI

ぢ　　　ヂ

DI

に　　　ニ

NI

ひ　　　ヒ

HI

び　　　ビ

BI

ぴ　　　ピ

PI

み　　　ミ

MI

　　

り　　　リ

RI

LI

ロ
ー
マ
字
入
力
対
応
表
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わ  行

ん  行

わ　　　ワ

WA

ん　　　ン

を　　　ヲ

WO

ゑ　　　ヱ

WE

う　　　ウ

WU

ゐ　　　ヰ

WI

NN，N+子音
MP＋母音
MB＋母音

きゃ　　キャ

KYA

ぎゃ　　ギャ

GYA

 くぁ　　クァ

QA

くわ　　クワ

KWA

QWA

ぐわ　　グワ

GWA

しゃ　　シャ

SYA

SHA

じゃ　　ジャ

ZYA

JA

JYA

ちゃ　　チャ

TYA

CYA

CHA

ぢゃ　　ヂャ

DYA

つぁ　　ツァ

TSA

てゃ　　テャ

THA

 でゃ　　デャ

DHA

きゃ行

ぎゃ行

くぁ行

くわ行

ぐわ行

しゃ行

じゃ行

ちゃ行

ぢゃ行

つぁ行

てゃ行

でゃ行

とぅ

きぃ　　キィ

KYI

ぎぃ　　ギィ

GYI

くぃ　　クィ

QI

くぃ　　クィ

KWI

ぐぃ　　グィ

GWI

じぃ　　ジィ

ZYI

JYI

ちぃ　　チィ

TYI

CYI

ぢぃ　　ヂィ

DYI

つぃ　　ツィ

TSI

てぃ　　ティ

THI

でぃ　　ディ

DHI

きゅ　　キュ

KYU

ぎゅ　　ギュ

GYU

　　

くぅ　　クゥ

KWU

ぐぅ　　グゥ

GWU

しゅ　　シュ

SYU

SHU

じゅ　　ジュ

ZYU

JU

JYU

ちゅ　　チュ

TYU

CYU

CHU

ぢゅ　　ヂュ

DYU

てゅ　　テュ

THU

でゅ　　デュ

DHU

とぅ　　トゥ

TWU

きぇ　　キェ

KYE

ぎぇ　　ギェ

GYE

くぇ　　クェ

QE

くぇ　　クェ

KWE

ぐぇ　　グェ

GWE

しぇ　　シェ

SYE

SHE

じぇ　　ジェ

ZYE

JE

JYE

ちぇ　　チェ

TYE

CYE

CHE

ぢぇ　　ヂェ

DYE

つぇ　　ツェ

TSE

てぇ　　テェ

THE

でぇ　　デェ

DHE

きょ　　キョ

KYO

ぎょ　　ギョ

GYO

くぉ　　クォ

QO

くぉ　　クォ

KWO

ぐぉ　　グォ

GWO

しょ　　ショ

SYO

SHO

じょ　　ジョ

ZYO

JO

JYO

ちょ　　チョ

TYO

CYO

CHO

ぢょ　　ヂョ

DYO

つぉ　　ツォ

TSO

てょ　　テョ

THO

でょ　　デョ

DHO

ロ
ー
マ
字
入
力
対
応
表
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つ　　　ツ
XTU 、XTSU、LTU

T  U

TS  U

ケ

XKE

K  E

い　　　イ

XI

 I

ゆ　　　ユ

XYU

Y  U

あ　　　ア

XA

 A

や　　　ヤ

XYA

Y  A

どぅ

にゃ行

ひゃ行

びゃ行

ぴゃ行

ふぁ行

ふゃ行

ぶゃ行

みゃ行

りゃ行

ヴァ行

にゃ　　ニャ

NYA

ひゃ　　ヒャ

HYA

びゃ　　ビャ

BYA

ぴゃ　　ピャ

PYA

ふぁ　　ファ

FA

ふゃ　　フャ

FYA

ぶゃ　　ブャ

VYA

みゃ　　ミャ

MYA

りゃ　　リャ

RYA

LYA

ヴァ

VA

にょ　　ニョ

NYO

ひょ　　ヒョ

HYO

びょ　　ビョ

BYO

ぴょ　　ピョ

PYO

ふぉ　　フォ

FO

ふょ　　フョ

FYO

ぶょ　　ブョ

VYO

みょ　　ミョ

MYO

りょ　　リョ

RYO

LYO

ヴォ

VO

にぇ　　ニェ

NYE

ひぇ 　　ヒェ

HYE

びぇ　　ビェ

BYE

ぴぇ　　ピェ

PYE

ふぇ　 フェ

FE

ふぇ　　フェ

FYE

ぶぇ　　ブェ

VYE

みぇ　　ミェ

MYE

りぇ　　リェ

RYE

LYE

ヴェ

VE

どぅ　　ドゥ

DWU

にゅ　　ニュ

NYU

ひゅ　　ヒュ

HYU

びゅ　　ビュ

BYU

ぴゅ　　ピュ

PYU

ふゅ　　フュ

FYU

ぶゅ　　ブュ

VYU

みゅ　　ミュ

MYU

りゅ　　リュ

RYU

LYU

ヴ

VU

にぃ　　ニィ

NYI

ひぃ　　ヒィ

HYI

びぃ　　ビィ

BYI

ぴぃ　　ピィ

PYI

ふぃ　　フィ

FI

ふぃ　　フィ

FYI

ぶぃ　　ブィ

VYI

みぃ　　ミィ

MYI

りぃ　　リィ

RYI

LYI

ヴィ

VI

う　　　ウ

XU

 U

よ　　　ヨ

XYO

Y  O

え　　　エ

XE

 E

わ　　　ワ

XWA

W  A

お　　　オ

XO

 O

カ

XKA

K  A

ローマ字小文字入力

※N以外の子音を2度入力しても「っ」や「ッ」になります。

ロ
ー
マ
字
入
力
対
応
表
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内
蔵
漢
字
一
覧

内
蔵
漢
字
一
覧

1
6
9
ペ
ー
ジ
か
ら
1
7
4
ペ
ー
ジ
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
1
水
準
の
漢
字
を
、
1
7
5
ペ
ー
ジ
か
ら
1
8
0
ペ
ー
ジ
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
2
水
準
の
漢
字
を
一
覧
表
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
1
水
準
の
漢
字
は
代
表
的
な「
読
み
」の
5
0
音
順
に
並
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
2
水
準
の
漢
字
は「
部
首
の
画
数
」の
順
で
並
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
区
点
コ
ー
ド
表
の
部
首
分
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
画
数
に
は
次
の
部
首
が
含
ま
れ
ま
す
。

１
画

一
、
｜
、
丶
、
丿
、
乙
、
亅

２
画

二
、
亠
、
人
、
儿
、
入
、
八
、
冂
、
冖
、
冫
、
几
、
凵
、
刀
、
力
、
勹
、
匕
、
匚
、
匸
、
十
、
卜
、
卩
、
厂
、
厶
、
又

３
画

口
、
囗
、
土
、
士
、
夂
、
夊
、
夕
、
大
、
女
、
子
、
宀
、
寸
、
小
、
尢
、
尸
、
屮
、
山
、
巛
、
工
、
己
、
巾
、
干
、
幺
、
广
、
廴
、
廾
、
弋
、
弓
、
彡
、
彳

４
画

心
、
戈
、
戸
、
手
、
攴
、
斗
、
斤
、
方
、
无
、
日
、
曰
、
月
、
木
、
欠
、
止
、
歹
、
殳
、
毋
、
毛
、
氏
、
气
、
水
、
火
、
爪
、
爻
、
爿
、
片
、
牛
、
犬

５
画

玉
、
瓦
、
甘
、
生
、
用
、
田
、
、
癶
、
白
、
皮
、
皿
、
目
、
矛
、
矢
、
石
、
示
、
、
、
穴
、
立

６
画

竹
、
米
、
瓜
、
糸
、
缶
、
网
、
羊
、
、
老
、
耒
、
耳
、
聿
、
肉
、
至
、
臼
、
舌
、
舟
、
艮
、
色
、
艸
、
虍
、
虫
、
血
、
行
、
衣
、
襾

７
画

臣
、
見
、
角
、
言
、
谷
、
豆
、
豕
、
豸
、
貝
、
赤
、
走
、
足
、
身
、
車
、
辛
、
邑
、
酉
、
釆
、
里

８
画

金
、
門
、
阜
、
隶
、
隹
、
雨
、
、
非

９
画

面
、
革
、
韭
、
音
、
頁
、
風
、
食
、
首
、
香

1
0
画
～
馬
、
骨
、
高
、
髟
、
鬥
、
鬯
、
鬲
、
鬼
、
韋
、
魚
、
鳥
、
鹵
、
鹿
、
麥
、
、
、
黍
、
、
黹
、
黽
、
鼓
、
鼠
、
鼻
、
齊
、
齒
、
龍
、
龜
、
龠

Ｊ
Ｉ
Ｓ
区
点
コ
ー
ド
で
の
漢
字
の
分
類
は
本
機
で
採
用
し
た
部
首
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

上
記
の
部
首
の
画
数
の
数
え
方
は
本
機
で
採
用
し
た
数
え
方
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

区
点
コ
ー
ド
は
調
べ
た
い
文
字
の
左
右
の
端
の
2
桁
の
数
字（
区
番
号
）と
上
下
の
2
桁
の
数
字（
点
番
号
）の
組
み
合
わ
せ
で
表
さ
れ
ま
す
。

　
例
：「
愛
」は
1
6
区
0
6
点
に
あ
る
の
で
区
点
コ
ー
ド
は 「
1
6
0
6
」で
す
。

一
覧
表
は
1
ペ
ー
ジ
に
収
ま
ら
な
い
た
め
本
書
で
は
次
の
よ
う
に
分
割
さ
れ
て
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
1
点
～
3
1
点

1
6
区

3
4
区
〜

1
6
9

ペ
ー
ジ

3
4
区

4
7
区
〜

1
7
0

ペ
ー
ジ

3
2
点
～
6
2
点

1
7
1

ペ
ー
ジ

1
7
2

ペ
ー
ジ

6
3
点
～
9
4
点

1
7
3

ペ
ー
ジ

1
7
4

ペ
ー
ジ

0
1
点
～
3
1
点

4
8
区

6
7
区

1
7
5

ペ
ー
ジ

1
7
6

ペ
ー
ジ

3
2
点
～
6
2
点

1
7
7

ペ
ー
ジ

1
7
8

ペ
ー
ジ

6
3
点
～
9
4
点

1
7
9

ペ
ー
ジ

1
8
0

ペ
ー
ジ

6
7
区

8
4
区
〜
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0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

あ
1
6
亜

唖
娃

阿
哀

愛
挨

姶
逢

葵
茜

穐
悪

握
渥

旭
葦

芦
鯵

梓
圧

斡
扱

宛
姐

虻
飴

絢
綾

鮎
或
1
6

1
7
院

陰
隠

韻
吋

右
宇

烏
羽

迂
雨

卯
鵜

窺
丑

碓
臼

渦
嘘

唄
欝

蔚
鰻

姥
厩

浦
瓜

閏
噂

云
運
1
7

1
8
押

旺
横

欧
殴

王
翁

襖
鴬

鴎
黄

岡
沖

荻
億

屋
憶

臆
桶

牡
乙

俺
卸

恩
温

穏
音

1
8

か
1
8

下
化

仮
何
1
8

1
9
魁

晦
械

海
灰

界
皆

絵
芥

蟹
開

階
貝

凱
劾

外
咳

害
崖

慨
概

涯
碍

蓋
街

該
鎧

骸
浬

馨
蛙
1
9

2
0
粥

刈
苅

瓦
乾

侃
冠

寒
刊

勘
勧

巻
喚

堪
姦

完
官

寛
干

幹
患

感
慣

憾
換

敢
柑

桓
棺

款
歓
2
0

2
1
機

帰
毅

気
汽

畿
祈

季
稀

紀
徽

規
記

貴
起

軌
輝

飢
騎

鬼
亀

偽
儀

妓
宜

戯
技

擬
欺

犠
疑
2
1

2
2
供

侠
僑

兇
競

共
凶

協
匡

卿
叫

喬
境

峡
強

彊
怯

恐
恭

挟
教

橋
況

狂
狭

矯
胸

脅
興

蕎
郷
2
2

2
3
掘

窟
沓

靴
轡

窪
熊

隈
粂

栗
繰

桑
鍬

勲
君

薫
訓

群
軍

郡
卦

袈
祁

係
傾

刑
兄

啓
圭

珪
型
2
3

2
4
検

権
牽

犬
献

研
硯

絹
県

肩
見

謙
賢

軒
遣

鍵
険

顕
験

鹸
元

原
厳

幻
弦

減
源

玄
現

絃
舷
2
4

2
5
后

喉
坑

垢
好

孔
孝

宏
工

巧
巷

幸
広

庚
康

弘
恒

慌
抗

拘
控

攻
昂

晃
更

杭
校

梗
構

江
洪
2
5

2
6
此

頃
今

困
坤

墾
婚

恨
懇

昏
昆

根
梱

混
痕

紺
艮

魂
2
6

さ
2
6

些
佐

叉
唆

嵯
左

差
査

沙
瑳

砂
詐

鎖
2
6

2
7
察

拶
撮

擦
札

殺
薩

雑
皐

鯖
捌

錆
鮫

皿
晒

三
傘

参
山

惨
撒

散
桟

燦
珊

産
算

纂
蚕

讃
賛
2
7

2
8
次

滋
治

爾
璽

痔
磁

示
而

耳
自

蒔
辞

汐
鹿

式
識

鴫
竺

軸
宍

雫
七

叱
執

失
嫉

室
悉

湿
漆
2
8

2
9
宗

就
州

修
愁

拾
洲

秀
秋

終
繍

習
臭

舟
蒐

衆
襲

讐
蹴

輯
週

酋
酬

集
醜

什
住

充
十

従
戎
2
9

3
0
勝

匠
升

召
哨

商
唱

嘗
奨

妾
娼

宵
将

小
少

尚
庄

床
廠

彰
承

抄
招

掌
捷

昇
昌

昭
晶

松
梢
3
0

3
1
拭

植
殖

燭
織

職
色

触
食

蝕
辱

尻
伸

信
侵

唇
娠

寝
審

心
慎

振
新

晋
森

榛
浸

深
申

疹
真
3
1

3
2
澄

摺
寸

世
瀬

畝
是

凄
制

勢
姓

征
性

成
政

整
星

晴
棲

栖
正

清
牲

生
盛

精
聖

声
製

西
誠
3
2

3
3
繊

羨
腺

舛
船

薦
詮

賎
践

選
遷

銭
銑

閃
鮮

前
善

漸
然

全
禅

繕
膳

糎
噌

塑
岨

措
曾

曽
楚
3
3

3
4
臓

蔵
贈

造
促

側
則

即
息

捉
束

測
足

速
俗

属
賊

族
続

卒
袖

其
揃

存
孫

尊
損

村
遜

3
4

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
１
水
準
漢
字
区
点
コ
ー
ド
表
　
　
　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
 Ｘ
 ０
２
０
８
に
準
拠

点
区

点
区
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0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

た
3
4

他
多
3
4

3
5
叩

但
達

辰
奪

脱
巽

竪
辿

棚
谷

狸
鱈

樽
誰

丹
単

嘆
坦

担
探

旦
歎

淡
湛

炭
短

端
箪

綻
耽
3
5

3
6
帖

帳
庁

弔
張

彫
徴

懲
挑

暢
朝

潮
牒

町
眺

聴
脹

腸
蝶

調
諜

超
跳

銚
長

頂
鳥

勅
捗

直
朕
3
6

3
7
邸

鄭
釘

鼎
泥

摘
擢

敵
滴

的
笛

適
鏑

溺
哲

徹
撤

轍
迭

鉄
典

填
天

展
店

添
纏

甜
貼

転
顛
3
7

3
8
董

蕩
藤

討
謄

豆
踏

逃
透

鐙
陶

頭
騰

闘
働

動
同

堂
導

憧
撞

洞
瞳

童
胴

萄
道

銅
峠

鴇
匿
3
8

な
3
8

3
8

3
9
如

尿
韮

任
妊

忍
認

濡
禰

祢
寧

葱
猫

熱
年

念
捻

撚
燃

粘
乃

廼
之

埜
嚢

悩
濃

納
能

脳
膿
3
9

は
3
9

3
9

4
0
函

箱
硲

箸
肇

筈
櫨

幡
肌

畑
畠

八
鉢

溌
発

醗
髪

伐
罰

抜
筏

閥
鳩

噺
塙

蛤
隼

伴
判

半
反
4
0

4
1
鼻

柊
稗

匹
疋

髭
彦

膝
菱

肘
弼

必
畢

筆
逼

桧
姫

媛
紐

百
謬

俵
彪

標
氷

漂
瓢

票
表

評
豹
4
1

4
2
福

腹
複

覆
淵

弗
払

沸
仏

物
鮒

分
吻

噴
墳

憤
扮

焚
奮

粉
糞

紛
雰

文
聞

丙
併

兵
塀

幣
平
4
2

4
3
法

泡
烹

砲
縫

胞
芳

萌
蓬

蜂
褒

訪
豊

邦
鋒

飽
鳳

鵬
乏

亡
傍

剖
坊

妨
帽

忘
忙

房
暴

望
某
4
3

ま
4
3

4
3

4
4
漫

蔓
味

未
魅

巳
箕

岬
密

蜜
湊

蓑
稔

脈
妙

粍
民

眠
務

夢
無

牟
矛

霧
鵡

椋
婿

娘
冥

名
命
4
4

や
4
4

4
4

4
5
諭

輸
唯

佑
優

勇
友

宥
幽

悠
憂

揖
有

柚
湧

涌
猶

猷
由

祐
裕

誘
遊

邑
郵

雄
融

夕
予

余
与
4
5

ら
4
5

4
5

4
6
痢

裏
裡

里
離

陸
律

率
立

葎
掠

略
劉

流
溜

琉
留

硫
粒

隆
竜

龍
侶

慮
旅

虜
了

亮
僚

両
凌
4
6

4
7
蓮

連
錬

呂
魯

櫓
炉

賂
路

露
労

婁
廊

弄
朗

楼
榔

浪
漏

牢
狼

篭
老

聾
蝋

郎
六

麓
禄

肋
録
4
7

わ
4
7

4
7

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

点
区

点
区
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16
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内
蔵
漢
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一
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3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2

あ
1
6
粟

袷
安

庵
按

暗
案

闇
鞍

杏
以

伊
位

依
偉

囲
夷

委
威

尉
惟

意
慰

易
椅

為
畏

異
移

維
緯
1
6

1
7
雲

荏
餌

叡
営

嬰
影

映
曳

栄
永

泳
洩

瑛
盈

穎
頴

英
衛

詠
鋭

液
疫

益
駅

悦
謁

越
閲

榎
厭
1
7

1
8

1
8

か
1
8
伽

価
佳

加
可

嘉
夏

嫁
家

寡
科

暇
果

架
歌

河
火

珂
禍

禾
稼

箇
花

苛
茄

荷
華

菓
蝦

課
嘩
1
8

1
9
垣

柿
蛎

鈎
劃

嚇
各

廓
拡

撹
格

核
殻

獲
確

穫
覚

角
赫

較
郭

閣
隔

革
学

岳
楽

額
顎

掛
笠
1
9

2
0
汗

漢
澗

潅
環

甘
監

看
竿

管
簡

緩
缶

翰
肝

艦
莞

観
諌

貫
還

鑑
間

閑
関

陥
韓

館
舘

丸
含
2
0

2
1
祇

義
蟻

誼
議

掬
菊

鞠
吉

吃
喫

桔
橘

詰
砧

杵
黍

却
客

脚
虐

逆
丘

久
仇

休
及

吸
宮

弓
急
2
1

2
2
鏡

響
饗

驚
仰

凝
尭

暁
業

局
曲

極
玉

桐
粁

僅
勤

均
巾

錦
斤

欣
欽

琴
禁

禽
筋

緊
芹

菌
衿
2
2

2
3
契

形
径

恵
慶

慧
憩

掲
携

敬
景

桂
渓

畦
稽

系
経

継
繋

罫
茎

荊
蛍

計
詣

警
軽

頚
鶏

芸
迎
2
3

2
4
言

諺
限

乎
個

古
呼

固
姑

孤
己

庫
弧

戸
故

枯
湖

狐
糊

袴
股

胡
菰

虎
誇

跨
鈷

雇
顧

鼓
五
2
4

2
5
浩

港
溝

甲
皇

硬
稿

糠
紅

紘
絞

綱
耕

考
肯

肱
腔

膏
航

荒
行

衡
講

貢
購

郊
酵

鉱
砿

鋼
閤
2
5

2
6

2
6

さ
2
6
裟

坐
座

挫
債

催
再

最
哉

塞
妻

宰
彩

才
採

栽
歳

済
災

采
犀

砕
砦

祭
斎

細
菜

裁
載

際
剤
2
6

2
7
酸

餐
斬

暫
残

仕
仔

伺
使

刺
司

史
嗣

四
士

始
姉

姿
子

屍
市

師
志

思
指

支
孜

斯
施

旨
枝
2
7

2
8
疾

質
実

蔀
篠

偲
柴

芝
屡

蕊
縞

舎
写

射
捨

赦
斜

煮
社

紗
者

謝
車

遮
蛇

邪
借

勺
尺

杓
灼
2
8

2
9
柔

汁
渋
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別売品一覧
●プリントカートリッジ＋L判フォト光沢用紙（20枚）
　　• CJ-250CRP

●L判フォト光沢用紙（50枚）
　　PO-150

プリントカートリッジ1個でプリントできる枚数（目安）

※品切れの際は、ご容赦ください。

※プリントカートリッジは、下記のものもご使用になれます。
　《日本ヒューレット・パッカード株式会社製》
　・HP136プリントカートリッジ3色カラー：お試し用　
　・HP135プリントカートリッジ3色カラー：レギュラーサイズ
　　※CJ-250CRPに同梱のプリントカートリッジと同等品
　・HP134プリントカートリッジ3色カラー：ラージサイズ
※L判用紙は、下記のものもご使用になれます。
　《日本ヒューレット・パッカード株式会社製》
　・プレミアムプラスフォト用紙L判（光沢）　（L判/100枚）
　・プレミアムプラスフォト用紙L判（光沢）　（L判/40枚）

• 印刷条件
はがき印刷）
宛名：名前5文字（敬称含む）、郵便番号7桁、住所14文字
差出人：名前4文字、郵便番号7桁、住所14文字

　文面：「カンタン作成」で「008番」を使用
写真印刷）

※1 日本規格協会SCIDサンプル「自転車」を印刷した場合
※2 カシオで選定したデジタルカメラ標準画像10種類を印刷した場合
上記のプリントできる枚数は、新しいインクカートリッジを使用して、画面に「インク消耗」のメッセージ
が表示されるまでの目安です。
印刷できる枚数は、印刷する内容によって異なります。
本プリントカートリッジは、3色カラーのインクで構成されているため、1色のインクが無くなると他の
2色のインクが残っていても「インク消耗メッセージ」が表示されます。
そのため、1色だけの偏った配色の文字や画像を繰り返して印刷したときは、極端に印刷枚数が減る場合
があります。また、夜景など暗い部分の多い文字や画像を印刷したときも、インクを多く消費するため極
端に印刷枚数が減る場合があります。

はがき印刷
（宛名・文面の両面印刷）

写真印刷
SCIDサンプル使用※1

標準写真印刷
カシオ選定標準10種※2

約200枚

約160枚

約100枚

カシオ指定別売品

CJ-250CRP

約240枚

約200枚

約125枚

製品に付属の
お試し用プリント
カートリッジ
HP136

日本ヒューレット・パッカード社製別売品
（プリントカートリッジ）

HP134 HP135 HP136

約420枚 約240枚 約200枚

約300枚 約200枚 約160枚

約190枚 約125枚 約100枚

別
売
品
一
覧
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仕様
形　　式：PCP-48

■入力
キー配列：50音縦配列＋数値入力用キー
入力方法：ローマ字入力、かな入力
変換方式：AI変換、単漢字変換

■辞書
内蔵辞書数：約200000語（派生語含む）　　　郵便番号辞書数：約121000件

■漢字辞書機能
・読み検索
・総画数検索
・部首検索
・JIS区点コード検索

■文字種
7184文字
漢字：6546文字
JIS第1水準：2965文字　　JIS第2水準：3390文字　　JIS外：191文字

ひらがな：83文字（全角） カタカナ：86文字（全角）
数字：10文字（全角） 　アルファベット：52文字（全角）
記号：407文字（全角）
その他：外字（48×48ドット）は5文字登録可能

■表示
表示方式：横240×縦80ドット（15桁5行）・モノクロ4階調液晶
表示文字構成：16×16ドット、24×24ドット、半角かな
拡大機能

■印刷
印刷方式：インクジェット方式
解像度：最大2400×1200dpi
印刷フォーマット：宛名面……2種類　　　文面（組み合わせ作成）………22種類
書体：丸ゴシック体、ゴシック体、明朝体、毛筆流麗体
印刷文字体：標準、白抜、影付、立体、太字
　　　　　　※毛筆流麗体は非対応
印刷文字：7色
印刷機能：デジタル写真印刷（PictBridge対応）

宛名印刷、文面印刷
用紙サイズ： はがき（縦148×横100mm）

A6（縦148×横105mm）
L判（縦127×横89mm）

印刷可能枚数：•はがき印刷（宛名・文面両面印刷）：約200枚
（印刷条件）
宛名：名前5文字（敬称含む）、郵便番号7桁、住所14文字
差出人：名前4文字、郵便番号7桁、住所14文字
文面：「カンタン作成」で「008番」を使用

仕
様
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• 写真印刷（L判フォト光沢紙片面印刷）約160枚
（印刷条件）
日本規格協会SCIDサンプル「自転車」を使用

• 標準写真印刷（L判フォト光沢紙片面印刷）：約100枚
（印刷条件）
カシオで選定したデジタルカメラ標準画像10種類を使用
※印刷枚数は、それぞれ本機に付属のプリントカートリッジ1個分で印刷
できる枚数（印刷できる枚数は、印刷する内容によって異なります。特
に、夜景などの暗い部分の多い写真を印刷した場合、極端に印刷枚数が
減る場合があります）

■画像入力
対応フォーマット：DCF Exif 2.1（JPEG準拠）
PictBridge対応デジタルカメラで撮影した画像
（ただし、文面の写真の対応ファイルサイズは、3M Byte以下）
■文面機能
・ カンタン作成：184種類
　（年賀状、暑中・残暑見舞い、結婚報告、出産報告、引越報告、喪中欠礼）

・ 組み合わせフォーマット：22種類
　組み合わせ用イラスト：188種類

・ 作成物を本体3件、外部メモリーに4件記憶（本体保存時は写真を除く）
■住所録機能
宛名を約460件登録可能
（1件あたり、名前（姓＋名）5文字、読み8文字、敬称1文字、郵便番号7文字、住所12文字の場合）
■宛名印刷機能
印刷フォーマット……2種類（縦書き／横書き）

■デジタルカメラプリント機能
PictBridge接続による写真プリント

■電源・その他
動作用電源：ACアダプター（AD-3207S）
消費電力：15W
大きさ： 幅218mm×奥行129mm×高さ151.5mm（ゴム足含む、キャリングハンドル部含まず）
重さ：約1.6kg
使用温度：5℃～40℃（使用最適温度：15℃～35℃）

仕
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索引
記号・アルファベット・数字

〒（郵便番号） 62、77
ACアダプター 17
ACアダプター用端子 15、18
JIS外の漢字 164
JIS区点コード 47
PictBridge 33、134
QRコード 131
USBメモリー 127、138

あ行

宛名作成画面 63
宛名の検索 67
宛名の削除 71
宛名の修正 69
宛名の追加 63
宛名の登録件数 75
宛名の内容を確認する 66
宛名の複写 70
宛名面を印刷する 88
アルファベットを入れる 48
イラスト入りデザイン 106
イラスト見出し 118
入れにくい文字 49
印刷
宛名面 88
写真プリント 134
文面：カンタン作成 113
文面：組み合わせ作成 126

印刷するときの注意事項 26
印刷設定
宛名 92
写真プリント 136
文面 113、126

印刷できる枚数（目安） 20、181
印刷の濃度 92、102
オートパワーオフ 19
印刷確認 90
印刷確認画面（印刷イメージ） 81、83、90、126

か行

カーソル 29
改行 64、79
外字 53
外部メモリー 127、138
拡大表示 60
学習機能 41
確定 42
カタカナを入れる 39

かな入力 146
画面の明るさ（コントラスト） 147
画面の見かた 28
漢字辞書機能 44
漢数字と算用数字を切り替える 97
カンタン作成 105
カンマとピリオドを入れるには 48
キー 30
キーボード 15、30
記号一覧 162
記号を入れる 49
キャリングハンドル 15
組み合わせ作成 104、114
敬称 62
検索 67
候補 42
「故障かな？」と思ったときは 153

さ行

削除
宛名 71
差出人 84
外字 56
文面の差出人 130
文字 51

作成画面 28
差出人 77、130
差出人設定 109
差出人だけ印刷する 96
差出人の削除 84
差出人の修正 83
差出人の登録内容を確認する 81
差出人の複写 82
差出人を登録する 77、130
写真入りのデザイン 107
写真のデータ 33
写真プリント 134
住所（宛名） 62
住所(差出人） 77
住所位置の設定 100
住所録を作る 62
修正
宛名 69
宛名面の差出人 83
外字 56

使用できる用紙 22
書体（フォント） 57、76
数字キー 31、37
総画数 45

索
引



185

資
料
集

索
引

た行

単漢字変換 43

データのバックアップ 138

テキスト見出し 119
デジタルカメラ接続用コネクター 15

テスト印刷 150

電源キー 15
電源を入れる/切る 17、19

電話番号（差出人） 77

同音異義語 41
登録

宛名 62

差出人 77、130
都道府県の省略 85

な行

入力 38

入力モードを切り替える 146

は行

バックアップ 138

表示画面 15

ひらがなを入れる 38
フォーマットの種類（組み合わせ作成） 115

ブザー音 148
部首 46

プリンターの調整 149

プリンターのメンテナンス 149
プリントカートリッジ 21、181

プリントカートリッジ1個で印刷できる枚数 20、181

プリントカートリッジ収納部 15
プリントカートリッジ使用上のご注意 21

プリントカートリッジのクリーニング 158

プリントカートリッジのセット 20、21
複写

宛名 70

差出人 82
文面の印刷(カンタン作成） 113

文面の印刷（組み合わせ作成） 126

文面の作りかた 104
文面の編集

写真の取り込み 112

年月の設定 110
和暦と西暦の切り換え 110

別売品一覧 181

変換 40、41、42
保管方法 160

ま行

マーク 62、72

マーク別の印刷設定 95

見出し文(テキスト見出し）のタイプ 120
文字キーの使いかた 36

文字サイズ 120、122

文字色 58
文字体 59

文字の修飾 57

文字の追加 52
文字を入れる 38

文字を間違えたときは 51

喪中 72

や行

ユーザー辞書：語句 140
ユーザー辞書：郵便番号 143

郵便番号位置の設定 98、99

郵便番号辞書の機能 85
用紙ガイド 15

用紙が詰まったときは 156

用紙排出口 15
用紙の種類 22

用紙をセットする 23

読み（宛名） 62
読み（漢字辞書機能） 44

ら行

リセット（初期化） 157

連名（宛名） 62

連名（差出人） 77、78
連名の敬称 62

ローマ字入力 146

ローマ入力対応表 165




